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戸は、武士

城周辺は、

城東北にあ

ここは神田山

校歌に「白

江戸の中

ここにはさ

ちも、そうし

で江戸から

の展示では

資料・図書

なる時空を

に存じます

０１６年１

士・町人あ

江戸開府

ある駿河台

山とよばれ

雲なびく駿

心に隣接す

さまざまな

した連綿た

東京へ時

は、駿河台

書で紹介しま

を超えて駿

す。 

１０月 

あわせて百

府後四百年

台は、一つ

れ、江戸市

駿河台」「霊

する駿河

人士が往来

る歴史の流

が流れる中

台に縁のあ

ました。 

駿河台界隈

万人余りが

年以上、政

の丘となり

中と富士山

霊峰富士を

河台は

来し、歴史

流れの中に

中、この界

る人物を、

隈の歴史と文

 

 

 

 

が住む、世

治経済、文

り神田川を

山を眺望で

を仰ぎつつ

は、どんな地

史の一コマ

に存在して

界隈に生き

肖像・写真

文化に想い

明

世界有数の

文化の中心

をへだて本郷

できる絶好

つ」と謳われ

地域だった

を彩ってき

ていると言え

た著名人

真、景観、

いを馳せて

治大学中

の大都市で

心となって

郷台へ続

好の高台で

れるとおりで

たのでしょ

きました。 

えます。 

を点描しま

プロフィー
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朝
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芝

とし

将門

おり

ち

寛文

斬り

鎮

神田

た神

の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

江戸っ子

平
いらの

 将門
まさかど

 

？～940 

平安時代中期

地盤として勢

展した。 

将門は、坂東

朝廷は、将門

勢を急襲した

『将門記
しょうもんき

』に

うとする「つ

「新皇」将門

その行動は、

将門の首は、

現在の大手町

芝崎村には、

して敬い、首

門塚。28 頁写

り、オフィス

ちなみに、こ

文 11 年（167
り殺された現

鎮守の社は、

田台（のちの

神田明神とし

「山王
さ ん の う

祭
まつり

」と

子の守護神 

期の武将。父

勢力を張った

東 8 か国を平

門反乱の報を

た。将門は、

によると、将

つわもの」（強

門は、関東一

、関東の民衆

平安京へ送

町付近）に落

古くから鎮
ちん

首塚をおろそ

写真参照）に

スでの机の配

こは江戸前期

71）伊達家

現場にあたる

江戸城の完

の駿河台）へ移

して江戸っ子

とともに天下
て ん か

父は桓武天皇

。おじとの対

平定し、「新皇
しんの

受けて追討軍

飛来した一本

将門は侠気
きょうき

（お

強者）だった

円を数か月支

衆に影響を与

送られて都
みやこ

大
お

落下し、夜な夜

鎮守
じゅ

の社があ

かにしたら、

に背を向けて

配列を工夫し

期に「下馬
げ ば

将
し

の御家
お い え

騒動
そうどう

の

。近年、こ

完成後、神田橋

移され、さら

子の信仰を集

下
か

祭
まつり

とよばれ

神田明神 随

のひ孫高望
たかもち

王
お

対立をきっか

皇
う

」と自称し

軍をさし向け

本の矢に当た

おとこぎ）に

たという。

支配したにす

与え、将門を東

大路
お お じ

にさらさ

夜な怪光を放

り、ここに首
く

、怨霊に祟ら

て着席すると

ているとい

将軍
しょうぐん

」の異名

の審理で呼び

の首塚は、

橋門内となっ

らに元和 2 年

め、江戸の総
そ

れ、豪華な行

随身門 

王
おう

の子平 良
たいらのよ

かけにした一

して王城を営

け、いとこの

たり壮絶な最

に富み、皇
こう

胤
い

すぎなかった

東国の英雄

されたが、白

放ったとい

首
くび

塚
づか

を築いて

られると伝承

と病気やケガ

う。 

名をとり権勢

び出された伊

ミステリアス

った。慶長

年（1616）湯

総鎮守
そうちんじゅ

ともよ

行列が江戸城

良 持
よしもち

。下総国

一族の内紛は

営み、朝廷を

の平貞盛、下
し

最期をとげ、

胤
いん

（天皇家の

たが、中央か

として仰ぐ気

白光を放って

う。 

て供養し祟
たた

り

承された。現

ガをしたり、

勢を誇った大

伊達安芸
あ き

、原

スなパワース

8 年（1603）

湯島の現在地

よばれた。神

城内に入り将

『神田明

国猿島
さ し ま

・豊田

は、関東全域

をまねて文武

下野
もつけ

の豪族藤

残党も討伐

の血すじ）を

から派遣され

気風は、時代

て夜空に突然

りを鎮めた。

現代でも周辺

左遷された

大老酒井忠清

原田甲斐
か い

の双

スポットとし

）ころ江戸城

地に移された

神田明神の祭

将軍の上覧に

明神史考』より 

田地方（現在

域での反乱（

武百官を任命

藤原秀郷
ひでさと

の連

伐された。 

を自覚しつつ

れた国司（地

代とともに強

然舞い上がり

そして将門

辺の企業では

たりするとい

清の上屋敷の

双方が突如と

しても人気を

城と周辺の拡

た。この社は

祭礼「神田祭

供されるほ

在の茨城県西

（平将門の乱

した。 
連合軍が、将

つ、武芸で立

地方官）を追

強まっていっ

、江戸の芝
し ば

門を武門の先

は、首塚（都

いう噂話を恐

の中庭にあた

して乱闘を

を集めている

拡張工事に伴

は、平将門を

祭」は、日枝

ど盛んだった

西部）

乱）に

将門の

立身し

追放し

た。 

芝崎
ば さ き

村

先駆け

都旧跡 
恐れて

たり、

始め

る。 
伴い、

祀
まつ

っ

枝神社

た。 
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太田
お お た

 道灌
どうかん

432～86 

室町時代後期

斐の 10 か国を

道灌は、25 歳

完成させ居城

室などがあっ

そのころは、

観が広がって

「我
わが

庵
いお

ハ 

江戸城は、江戸

時の城下は、

道灌は、主君

問にはげみ、

ある日、道灌

灌は、江戸城

角に移して祀
まつ

しかしながら

神奈川県伊勢

その後、太田

かつては神田

れた。 
昭和 6 年（19

越した。ちな

西に通る駿河

城と太田姫

灌
ん

 

期の武将。扇
おうぎ

を治めた足利

歳ころ、現在

城とした。こ

った。 
今の日比谷

ていたといわ

松原つづき

戸の湊や市場

平川河口を

君定正を守り

学問僧を招

灌の姫が天然

城築城のとき

祀
つ

った。これ

ら、道灌は、

勢原市）で謀

田姫稲荷神社

田川の南岸に

931）、現在

なみに「道灌

河台道灌道に

姫稲荷神社

谷
ぎがやつ

 上杉定正

利氏一族）を

在の皇居内の

の江戸城は、

から丸ノ内一

われる。 

 海近く 

場をおさえる

中心として房

、江戸城か

招いて詩歌会

然痘（疱瘡
ほうそう

）

、この霊験
れいげん

れが、太田姫稲

扇谷と山内の

謀殺されてし

社は、徳川氏

あり、社殿

のＪＲ御茶ノ

」の名前は、

残されてい

太田姫稲荷

社を創建 

正の重臣。扇

を補佐し、関

の旧江戸城本

、外
そ と

城
じ ろ

、中城
な か じ

一帯に海水が

ふじの高嶺
た か ね

を

る役割をにな

房総、常陸
ひ た ち

方

ら出撃して三

を催す文化人

にかかり、京

験あらたかな神

稲荷神社のル

の両上杉家の

まった。享年

による江戸城

は大正 12 年

ノ水駅１・２

、皇居内の吹
ふ

る。 

荷神社 

扇谷上杉氏は

関東の政務に

本丸あたりに

城
ろ

、子
こ

城
じ ろ

から

が湾入して漁

を 軒端
の き ば

にぞ

ない、道灌の

方面から物資

三十余度の合

人としての一

京都伏見の一
い

神を分霊し

ルーツとなっ

の対立が深ま

年 55。 
城の増築にと

年（1923）関

２番線ホーム

吹上
ふきあげ

御苑
ぎょえん

と紅
も

『太田道灌』（

は、鎌倉
かまくら

公方
く ぼ う

にあたる関東
かんとう

に初めて江戸

ら成り、城の

漁民が住み、

ぞみる」 
築城以降、江

資を運ぶ船で

合戦にすべて

一面も兼ね備

一口
いもあらい

稲荷
い な り

に祈

てもらい、の

った。 
まると、疑心

ともない、神

関東大震災で

ムの新設にと

紅葉山
も み じ や ま

の間に

（太田道灌公事績

（足利将軍に

東
う

管領
かんれい

上杉氏

戸城を築いて

の中心にあた

下記の和歌

江戸は中世都

でにぎわった

て勝利したと

備え、名声が

祈願したとこ

のちに鬼門
き も ん

除

心暗鬼におち

神田台へ移さ

で被災したが

ともなって、

にある道灌
どうかん

濠
ぼり

績顯彰会）より 

に代わり関東

氏の一族だっ

て、翌年の長

る中城に静
じょう

歌のように風

都市として発

たという。 
という。他方

が高かった。

ころ、たちま

除
よ

けのために

ちいった定正

された。 
が、昭和 3 年

社殿は、そ

濠
り

、明治大学

旧

東８か国、伊

た。 
禄元年（14

勝
しょう

軒
け ん

とよば

風光明媚な浜

発展していっ

方で、幼少期

 

まち回復した

に 艮
うしとら

（北東

正の手でその

年（1928）に

そのまま現在

学紫紺館の北

太田姫稲荷神社所在地 

伊豆、

57）

ばれた

浜辺の

た。 

期から

た。 
東）の

居館

に再建

在地に

北側を
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 こ
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も駕

の登
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幕政に苦

大久保彦
お く ぼ ひ こ

左
ざ

衛

560～1639

江戸時代前期

大久保氏一族

もとで老中と

った。長安は

った。しかし

（改易
かいえき

）され

忠隣の改易後

の辺にきざし

りを通そうと

彦左衛門の人

駿河沼津城２

た大坂の陣に

まった。その

こうした気骨

て講談化され

左衛門ととも

知られてい

他方で、彦左

先祖の功績、

ちなみに将軍

をかけてかつ

駕籠を許され

登城を許され

なお、彦左衛

  

言を呈する

衛門
え も ん

 

9 

期の旗本。16

族は、徳川幕府

なり権勢を

は金山奉行と

し、その死後

れたのである

後、大久保氏

したらしい。

する処世態

人物像につい

万石を継が

に鎗
やり

奉行
ぶぎょう

とし

のとき現場に

骨ある言動が

れる素地とな

もに、義侠心

いる。 

左衛門は、徳

下巻は自分

軍秀忠のころ

つがせ、これ

れるのかと逆

れたという俗

衛門の下屋敷

杏雲堂

る「天下の

6 歳のとき徳

府草創期の功

ふるった。

なって、検地

、生前の不正

。 
氏は、しばら

そして泰平無

態度を貫いた

て、次のよ

せようとし

て従軍した。

いた彦左衛

、弱者に味方

っていった。

心あふれる江

徳川氏の偉業

分の体験を記

、登城のとき

に乗って登城

逆ねじをくら

俗説にもとづ

敷は、現在、港

堂病院 植え

御意見番」

徳川家康につ

功臣で、兄の

しかし忠隣は

地や石見
い わ み

・佐

正蓄財や陰謀

く不遇の時

無事の世相と

ものと推測

うな逸話があ

たところ、自

。大坂城の落

門は、主家の

方し将軍や大

。講談、舞台

江戸っ子で腕

業を語る家訓

している。徳

き、旗本が駕
か

城してみせた

わせたので

いたのが、

港区白金台に

え込み 

」 

つかえ、秀忠

の忠
ただ

世
よ

は小田

は、推挙した

佐渡・伊豆の

謀のかどで、

代が続いた。

とうつろう人

されている。

ある。兄の忠
た

自分の働きで

落城後、夏の

の恥が後世に

大名にも苦言

台化されたス

腕に「一心
いっしん

白
びゃ

訓的史書『三
み か

徳川氏の興隆

駕籠
か ご

に乗るこ

た。旗本は老

ある。ようや

「其頃の下乗
げじょう

にある八芳園

忠、家光まで

田原城主とな

た大久保
お お く ぼ

長安
ながや

の金銀山開発

その子らは

。彦左衛門が

人心にあきた

。 

忠
ただ

佐
すけ

が後継ぎ

で得たもので

の陣で、家康

に伝わるのを

言を呈する硬

ストーリーで

白
く

道
どう

」の刺青
いれずみ

河
か わ

物語
ものがたり

』３

隆と武士の気

ことを禁止さ

老齢でも駕籠

やく秀忠の許

乗
う

の中に大盥
おおたら

園内にあった

『画報

3 代の将軍に

なった。忠世

安
す

の不正事件

発に大いに手

は死罪に処さ

が、時勢に対

たらず、歴戦

ぎがなかった

でないからと

康の本陣で旗

を慮り、風説

硬骨漢、すな

では、忠義一

青
み

をした魚屋

巻を著した

気質をうかが

された。する

籠に乗れず、

許しが出て、

盥
い

」（柳多留

たという。 

近世史』より 

につかえた。

世の子 忠隣
ただちか

は

件に関連して

手腕を発揮し

され、忠隣も

対して抱いた

戦した古武士

たため、彦左

という理由で

旗の列が乱れ

説を強く否定

なわち「天下

一徹、頑固な

屋一
いっ

心太
し ん た

助
すけ

が

た。上・中巻

がうに好史料

と彦左衛門

大名は腰抜

50 歳以上

138-18）の

。 

は、2 代将軍

て、家康の不

し、財力と権

も連坐
れ ん ざ

し領地

た不満の一因

士としての意

左衛門を養子

で辞退したと

れたという風

定したという

下の御意見番

な老武士とし

が登場するこ

巻は徳川氏の

料といわれる

は、大きな盥
た

抜けだから若

上の旗本は駕

の川柳である

軍秀忠

不興を

権勢を

地を没

因は、

意地と

子にし

いう。 

風説が

。 
番」と

しての

とも

仁政

る。 

盥
たらい

に

若年で

駕籠で

。 



 
 

 

 
４ 

伊
だ

1
 

 安

 小

会津

 大

とと

突く

 幼

は両

 あ

政宗

江戸

 2
を命

 そ

工事

 政

行っ

太だ

 ち

渡辺

の一

大日
だいにち

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

独眼竜政

伊達
だ て

 政宗
まさむね

567～1636

安土桃山～江

小田原城攻め

津の上杉
うえすぎ

景勝
かげかつ

大坂の陣でも

ともに、和歌

行動も目立

幼少の頃、天

両目を描くよ

ある日、家康

宗は、江戸城

戸城にむけて

代将軍秀忠

命じた。万治

その結果、現

事したことに

政宗の墓は、

った調査によ

だった。 
ちなみに政宗

辺謙主演）で

一年を代表す

日如来
ちにょらい

の化身

お茶の

政宗と「仙台

宗
ね

 

6 

江戸時代前期

めに参陣して

勝
つ

を攻めた。

も徳川方につ

歌や古典、茶

立った。 

天然痘（疱瘡

よう遺言した

が政宗に江戸

城の東北にあ

て砲撃します

は、元和 6 年

治 3 年（1660
現在の水道橋

にちなんで「

仙台市の瑞
ずい

よると、政宗

宗の波乱に富

で放映された

する流行語に

身であると知

の水橋から見

 
台堀」のい

期の武将。出

豊臣秀吉に

 
いて、仙台城

道、能にも秀

瘡）で右目を

という。 
戸城総構え図

る「御茶ノ水

す」と応えた

年（1620）
0）2 月、4 代

から御茶ノ水

仙台堀」（仙

瑞
い

鳳寺
ほ う じ

瑞鳳殿

の身長は 15

富んだ生涯が

。あるシー

になった。こ

知ったときの感

見た神田川（

いわれ 

羽国（現在の

臣従し、その

城主となる。

秀で、能書家

失明し、長

図（見取り図

水」の台地

という。 
5 月仙台藩に

代将軍家綱は

水にかけて、

仙台濠
ぼり

）とよ

にある。戦災

59.4 ㎝で同時

、昭和 62 年

ンで、幼少の

このセリフは

感動の一言だ

（御茶ノ水駅

の山形県）米

の死後、徳川

。一代で仙台

家でもあった

じて「独眼
どくがん

図）を見せ、

（神田山、の

に、本郷台と

は、再び仙台

、神田川両岸

よばれた。

災で焼失した

時代の大人の

年（1987）に

の政宗が言っ

は、恐ろしい

だった。 

西側） 

米沢城で生ま

川家康に接近

台藩 62 万石

た。豪華さを

竜
りゅう

」の異名

「もしそちな

のちの駿河台

と地続きの神

台藩に小石川

岸は絶壁がそ

た瑞鳳殿の再

の平均値を示

にＮＨＫ大河

った「梵天
ぼんてん

丸
ま

い忿怒
ふ ん ぬ

の形相

東福寺霊

まれ、幼名は

近して関ヶ原

石の基礎を確

を好み、危機

名をとった。

なら、どこか

）を指さし、

神田山を掘削

川の外堀の工

そそり立つよ

再建工事のた

示し、顔は面

河ドラマ「独

丸
る

もかくあり

相をした不動
ふど

霊源院ＨＰより 

は、梵天
ぼ ん て ん

丸
ま る

。

原の戦いでは

確立した。優

機に遭遇した

しかし、死

から攻めるか。

、「ここに大

削して外堀と

工事を命じた

ような外堀と

ため、昭和 4
面長で鼻筋が

独眼竜政宗」

りたい」とい

動明王
うみょうおう

が、

 
は徳川方に属

優れた武将で

た時、人の意

死後に作る肖

。」とたずね

大砲を備え付

する大規模

た。 
となり、仙台

49 年（1974
が通り、手足

（山岡荘八原

いうセリフが

じつは慈悲

属して

である

意表を

像に

ねた。

付け、

模工事

台藩が

4）に

足は骨

原作、

、そ

深い
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徳
と

1
 
 家

 妻

妹に

 慶

した

 こ

 秀

出陣

 そ

退位

元

 あ

名水

うに

こ

称さ

 お

「小
しょ

「茗
めい

まで

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

将軍家が

徳
く

川
がわ

 秀
ひで

忠
ただ

579～1632

家康の３男。長

妻は、豊臣秀

にあたる。 
慶長 5 年（16
たが、進軍を

このため家康

秀忠の長女千

陣し、ついに

そして朝廷の

位を決意する

元和 9 年（16
ある日、秀忠

水で茶をたて

になり、「御茶

こうして秀忠

されるように

お茶の水橋が

小赤壁
ょうせきへき

」とよ

茗渓
いけい

」とも呼

でを結ぶ駅南

が愛飲した

忠
だ

 

2 

長兄信康が

秀吉の養女、

600）会津の

を妨げる真田

康から叱責さ

千姫は、幼少

に秀頼を自害

の権限に属し

る一因となっ

623）将軍職

忠が鷹狩の帰

てて喫したと

茶ノ水」の地

忠の時代から

になった。 

が架かる神田

よばれた。そ

呼ばれた。ち

南の街路は、

ＪＲ御茶ノ

「御茶ノ水

自害、次兄秀

じつは近江

の上杉景勝攻

昌幸の信濃

れ、諸武将

の身で秀吉

害させ豊臣氏

た高僧への紫

た紫
し

衣
え

事件
じ け ん

職を家光にゆ

帰り、神田川北

ころ、こと

地名が付けら

、JR 御茶ノ

田川北岸は、

その風光明媚

なみに「茗」

「茗溪通り」

水駅西口前

水」 

秀康が羽柴（

江国の戦国大名

撃に進軍中、

国上田城を攻

の調停でよ

の遺児秀頼に

を滅ぼした。

紫衣着用の勅

ののち、孫に

ゆずり、江戸

北岸にあった

のほか美味だ

られた。 
ノ水駅西口（

いまも切り

な景観は、江

には、「お茶

と呼ばれて

前 交番脇 

（豊臣）秀吉の

名浅井
あ ざ い

長政
ながまさ

、下野国小山

攻めあぐね時

うやくゆるさ

に嫁し大坂城

。また娘和子

勅許を幕府が

にあたる幼女

戸城西丸に隠

た高林寺とい

だった。それ

（お茶の水橋

立った崖と

江戸名所の一

茶」の意味が

ている。 

の養子になっ

の三女於
お

江
ごう

山で石田三成

時間を空費し

された。 
城に入った。

子（のちの東

が無効として

女（明正
めいしょう

天

居した。 

いう寺に立ち

れから、この

橋口）から交

なっている。

一つとして江

がある。JR

『国史肖

ったため、江

（崇源院）で

成の挙兵を聞

し、関ヶ原の

秀忠は、大

東福門院）を

て紛糾し、こ

皇）を即位

ち寄った。そ

の名水が将軍

差点あたりの

。かつては中

江戸から明治

御茶ノ水駅の

肖像集成』より 

三楽病院 

江戸幕府２代

で、秀吉の側

聞き東山道

の戦に間に合

大坂の陣では

を後水尾天皇

これに反発し

させた。 

その時、寺の

軍家の茶の湯

の一帯は、「

中国の名勝 
治の人びとに

のお茶の水橋

代将軍となっ

側室 淀君の

（中山道）を

合わなかった

は、家康とと

皇に嫁がせた

した後水尾天

の境内に湧き

湯に用いられ

「御茶ノ水」

赤壁
せきへき

にちな

に愛された。

橋口から聖
ひじり

た。 

末の

西進

た。 

もに

た。    

天皇が 

出た

れるよ

と通

んで

また

橋
ばし

口
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小
こ

1
 
 江

千
せん

 幼

そ

天守

 慶

 大

とと

 古

世に

生

は 2

 遠

茶道

遠

した

京

にあ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「将軍家

小堀
ぼ り

 遠 州
えんしゅ

579～164

江戸時代初期

千利休
んのりきゅう

（152
幼少時は、豊

その後、徳川

守、伏見城本

慶長 13 年（1
大坂の陣（16
ともに大和国

古田織部に茶

に送り出した

生涯に 400 回

2000 人に及

遠州好みの茶

道を創始した

遠州は、将軍

たことから「

京都大徳寺の

あった。 

茶湯指南」

州
う

 

7 

期の大名、茶

22～1591）、
豊臣秀吉の弟

川家康、秀忠

本丸、大坂城

1608） 従五

614～1615）
国郡山を攻め

茶の湯を学び

た。 
回余りの茶会

んだといわれ

茶風は、装飾

た。 

軍、大名、僧

「将軍家
しょうぐんけ

茶
ちゃの

湯
ゆ

の孤篷庵の茶

三井住友

ビル屋上にある

開放されている

（開放の日時は

の綺麗さ

茶人。茶道遠州

古田
ふ る た

織部
お り べ

（

弟、秀長に小姓

、家光の将軍

城本丸、仙洞
せんとう

御

五位下遠 江
とおとうみの

では、中坊
なかのぼ

、のちに伏

び、遠州好みの

会を開き、招

れる。また書

飾性豊かで洗

僧侶などに茶

湯
ゆ

指南
し な ん

」とい

茶室は、遠州

友海上駿河台
 

る庭園は、公開空

。左のエレベータ

は、事前に要確認。

び 

州流の祖。

（1543～161
姓としてつか

軍 3 代につか

御所
ご し ょ

、二条城

守
のかみ

に叙任さ

坊
ぼう

左近
さ こ ん

秀
ひで

政
まさ

見奉行を長

の茶器を焼く

かれた客は大

書画、和歌に

洗練された優美

の湯を指南

いわれた。

の作として有

台ビル付近

地として一般に

タが利用できる。

。） 

5）とともに

かえた。 
かえ、作事奉

城二丸の工事

れたので、

（江戸時代、

くつとめた。

く七つの窯所

大名、公家、

にも優れた。

美さをそな

し、とくに寛

有名である。

に、三大茶人

奉行（土木建

事を担当し、

「遠州」とよ

中坊氏の屋

。 

所（遠州七
えんしゅうしち

窯
よ

、旗本、町人

 

えたもので、

寛永 13 年

遠州の上屋

頼

人とよばれる

建設工事の責

建築、造園

よばれた。 
屋敷はリバテ

窯
よう

）を指導し

人などあらゆ

、「綺麗
き れ い

さび

（1636）3 代

屋敷は、いま

頼久寺ＨＰより 

る。 

責任者）をつ

園に才能をあ

ティタワーの

し、新しい意

ゆる階層にわ

び」といわれ

代将軍家光に

まの三井住友

つとめ、名古

あらわした。

の敷地にあっ

意匠の名物茶

わたり、延べ

れる幽玄で有

に茶頭
さ ど う

として

友海上ビルあ

古屋城

 

た）

茶器を

べ人数

有心の

奉仕

たり
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 磐
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 だ

得な

当初

 し

芭蕉

旅の

こ

 上

旅
はた

宿
ご

遺

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リバティ

松尾
つ お

 芭蕉
ばしょう

 

644～1694

江戸時代前期

芭蕉」と好ん

諧の道を志し

ところで、リ

あった。初め

き日の桃青、

されている。

磐
わ

城
き

平藩
たいらはん

(現在

の西山
にしやま

宗因
そういん

と

虎のおかげで

ちなみに、内藤

だが桃青は、

ない俳諧宗匠

初、庭前に芭

しかし、天和

蕉は、以後「

の体験を通し

こうして、さ

上方に蕉風を

宿
ご

で門弟たち

遺体は、遺言

タワー敷地

4 

期の俳諧師。

で署名した。

して、古典学

バティタワ

めて江戸に来

のちの俳聖

その蔵は、

在の福島県い

と親しく交わ

で宗因と同席

藤風虎「六百
ろっぴ

上方
かみがた

の俳壇

匠としての生

芭蕉の茂るま

和 2 年（1682
「旅人」とし

して「不易
ふ え き

流
りゅ

さび、かるみ

を普及させる

ちに看取られ

言によって近
お う

地にあった

俳号は初め

。伊賀国上野

学者・俳諧師

ー敷地には、

来た桃青は、

聖松尾芭蕉が

芭蕉がしば

いわき市)の
わり、その門

席する機会に

百番誹諧発句
ぴゃくばんはいかいほっく

で俳風をめ

生活のギャッ

まに芭蕉庵

2）江戸の大火

して生きる覚

流行
うこう

」の思想

みなどを理念

ため、元禄

れつつ、10 月

近江
う み

の義
ぎ

仲寺
ちゅうじ

中坊屋敷の

「宗房
むねふさ

」、の

野（現在の三

の北村季吟
きたむらきぎん

に

、かつて 40
中坊氏の家

、中坊屋敷の

し草鞋を脱い

殿様で、文人

人に、サロ

恵まれ、よ

句合
くあわせ

」をはじ

ぐる論争が泥

プに悩み、

とよばれ、み

火で庵は焼失

悟をした。

想に目覚め、

とする蕉風俳

7 年（1694
月息をひきと

（滋賀県大津

の蔵に仮住

のちに「桃
とう

青
せい

三重県伊賀市

に師事し「桃

000 石の旗本

臣と親戚だ

の土蔵に身を

いだことにち

人大名として

ンとして虎

うやく江戸の

じめ膨大な「

泥沼化する中

江戸市中を去

みずからも芭

失し、翌年庵

生涯を幾たび

「日々旅にし

俳諧を確立し

）5 月最後の

った。享年

津市）に埋葬

明治大学リ

『松尾芭蕉』(新潮

住い 

青
い

」と名のっ

）に生まれ、

桃青」と号し

本中坊
なかのぼう

氏の屋

った縁で、そ

を寄せたこと

ちなんで、の

て知られる内

ノ門にあった

の俳壇に登場

内藤家文書」

中で、耽溺す

去り、隅田川

芭蕉翁と号し

庵は再建され

びもの旅に過

して旅を栖
すみか

したのだった

の旅に出たが

年 51、生涯独

葬され、「芭

リバティタワー

潮古典文学アル

った。別号は

伊賀上野藩

して再出発し

屋敷があった

その蔵にしば

とは、大田南
お お た な

のちに「芭蕉
ばしょ

内藤風
ふ う

虎
こ

（義
よ

た江戸上屋敷

場することが

」は、本学の

するイメージ

川対岸の深川

した。 
れるが、虚構

過ごし、『お

とす」とい

た。 

が、健康すぐ

独身。 
芭蕉翁」の塚

ー 

バム 18) より 

はさまざまあ

藩の侍大将藤

した。 
た。その屋敷

ばし仮住いさ

南畝
な ん ぽ

著『一話
い ち わ

蕉蔵
うぐら

」とよば

義
し

概
む ね

）は、季

敷を開放して

ができた。 

の博物館で保

ジの世界と大

川村に庵をむ

構の世界のむ

おくのほそ道

う生き方を体

ぐれず大坂で

が築かれた。

あるが、「はせ

藤堂家に仕え

敷には、小さ

させてもらっ

話
わ

一言
いちげん

』巻 2
ばれた。 
季吟や連歌・

ていた。桃青

保管されてい

大衆迎合せざ

むすび隠遁し

むなしさを悟

道』の旅に出

体得した。

で発病、御堂
み ど う す

。 

せを」

た。 

な蔵

った。 

22 に

俳諧

青は、

いる。 
ざるを

した。

悟った

て、

堂筋
す じ

の
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646～1709

江戸幕府第 5
、次兄綱重

病弱な前将軍

老 酒井忠清を

政・財政を重

った天和・貞

期（1688～1
綱吉は、子の

類 憐
るいあわれ

み令(発
動物の愛護

る者は厳罰に

の飼育費用は

り、世人の怨
え ん

他方で、学問

国に立てさせ

元禄 3 年（1
工した。孔子

た。こののち

学頭
くのかみ

と称して

政を悪化させ

綱吉の晩年は

年余り将軍に

湯島聖堂は、

在に至ってい

奨励 湯島聖

9 

代将軍。3
重も没してい

軍のもとで、

を罷免して、

重視して年貢

貞享期（1681
711）の政治

の徳松（享年

発令年 1687～
護を通した民

に処された。ち

は江戸市民の

怨嗟
ん さ

の的とな

問好きの綱吉

せたり、幕臣

1690）綱吉は

子を祀
まつ

る大成
たいせい

ち、一般に「

てこれを主宰

せた。 
は、元禄の江戸

に在職し、甥

大正 12 年

いる。 

聖堂を創建

代将軍家光

たため、５代

江戸城大手

幕政の実権

未進などの不

1～1688）の

治は、側用人

年 5）の死去後

～1709 年)を
民心教化にあ

ちなみに現在

負担となっ

って、綱吉

吉は、儒教の

臣を集めてみ

は、上野
う え の

忍
しのぶが

成
い

殿
でん

には、綱

湯島聖堂」

宰した。また

戸大火、大地

甥の綱豊（6
（1923）関東

湯島聖堂 

建した 5 代将

の第 4 子。上

代将軍となっ

手下
げ

馬
ば

札
ふだ

前に

権を掌握した

不正代官を大

の政治は、の

人に牧野成貞

後、子に恵ま

を発した。も

り、綱吉が戌
い

在の明治大学

た。生類憐み

は「犬
い ぬ

公方
く ぼ う

」

教えを現実

ずから儒学を

丘
がおか

から湯島
ゆ し ま

吉自筆の扁額
へんが

とよばれた。

た護持院をは

地震、宝永の

代将軍家宣

東大震災で被

将軍 

上野国館林

った。 

邸をもち、

た。治政不良

大量処分して

のちに「天和
て ん な

貞や柳沢吉保

まれなかった

もともと生類

戌
い ぬ

年生まれだ

学中野キャン

み令は、元禄

」（公方は将

実政治に反映

を講義したり

島
ま

昌
しょう

平坂
へいざか

へ林
は

額
がく

が掲げられ

。付属して建

じめ、護国寺

の富士山噴火

）を跡継ぎ

被災し、昭和

『徳川綱吉』（

25 万石の藩

絶大な権勢

良の大名を領

て、幕府領の

和
な

の治」とた

保を寵用
ちょうよう

し、

た。神田橋外

類憐み令の意

だったことか

ンパス辺に、広

禄期以降は頻

将軍の別名）

させようと

りした。 

林羅山
はやしらざん

邸の先

れ、釈奠
せ き て ん

の日

建てられた講

寺、東大寺大

、京都大火と

に定め 62 歳

和 10 年（19

（吉川弘文館 人物

藩主だったが

をふるい「下

領地没収（改
かい

の支配を刷新

たたえられた

奢侈
し ゃ し

にふけ

外に護持院を

意図は、儒教

から、とくに

広大な犬小屋

頻発され、人

と仇名
あ だ な

され

し、忠孝を奨

先聖殿（孔子

日（2 月 11
講堂に昌平坂

大仏殿などの

と続いて大災

歳で没し、上

935）鉄筋コ

物叢書）より 

が、兄で 4 代

下馬
げ ば

将軍
しょうぐん

」

改易
いえき

）や減封
げんぽう

新した。綱紀

た。これに対

けり悪政と評

を開山した僧

教や仏教の慈

に犬を大切に

屋を建てさせ

人々を苦しめ

た。 
奨励する高札

子廟）の移転

日）には綱

坂学問所が整

の神社仏閣を

災害に見舞わ

上野寛永寺に

コンクリート

代将軍家綱に

の異名をと

封処分にし、

紀粛正の成果

対して、元禄

評されている

僧 隆光の勧め

慈悲の思想に

にさせ、犬を

せ野犬を収容

める天下の悪

札「忠孝
ちゅうこう

札
さつ

転を命じて、

綱吉みずから

整備され、林

を建立し、幕

われた。綱吉

に葬られた。

造で再建さ

に子が

った

また

果があ

禄・宝

。 
めで、

基づ

傷つ

容し、

悪法と

札
つ

」を

翌年

講義

林家は

幕府の

吉は、

 
れ、
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658～1734

江戸時代中期

寛文 12 年（

う命じられた

巣は、加賀、

正徳元年（17

た。家宣、家

ブレーンの一

著書は、『赤穂
あ こ

恥をそそぐた

吉良邸討ち入

当時の世評は

赤穂浪士を

義礼智信の 5
たっている。

なお鳩巣は、

都寺町の本能
ぎ

に巣有り、

いわゆる託卵

える。カササ

興の英主 ８

4 

期の儒学者。

1672）2 月加

た。同じ門下

京都、江戸

711）54 歳の

家継、吉宗の

一人となった

穂
う

義人録
ぎ じ ん ろ く

』『駿
す

ため、大石内
く ら

入り)が起きた

は、仇討
あだうち

の行

弁護する立場

5 巻から成る

享保 19 年

現在、中央

能寺門前にあ

維れ鳩
はと

之
これ

に

卵の習性）の

サギの巣に託

明治大学ア

日本大学

代将軍吉宗

万治元年（

加賀藩につか

下に、６代将

戸を往来しつ

のとき、親友

3 代につか

。 

駿
すん

台
だい

雑話
ざ つ わ

』な

内蔵
ら の

助
すけ

以下の浪

た。 

行動を賞賛し

場から書かれ

る。駿河台の

（1734）8 月

央区銀座にあ

る薬種商だ

居る）に由来

を、女性が夫

託卵する鳩に

アカデミーコ

学理工学部２号

宗のブレー

1658）江戸

かえ、秋には

軍家宣の側近

つ学問を深め

友新井白石の

かえ、侍講
じ こ う

と

など数多い。

浪士 47 人が

、浪士たち

れた代表的意

の草庵を訪ね

月没、享年 7

る書画用品

った。屋号は

来する。巣作

夫に嫁いで家

「店は顧客の

コモン（左側）

号館（右側）

ーン 

戸で生まれる。

は京都在住の

近新井
あ ら い

白石
はくせき

や

めた。 
の推挙で幕府

して吉宗の

ちなみに元禄

が結束して、

を「義士」

意見書である

ねた書生に、

77。文京区大

・香の老舗
し に せ

は、中国の『

作りのうまい

家を我が家と

のもの」とい

 

。父は医者。

の朱子学者で

や対馬藩に仕

府儒官に採用

御前でたび

禄 15 年（17
、吉良

き ら

上野
こうずけ

介
の

とよび助命を

る。また『駿

「翁」が雑談

大塚の大塚先

「鳩居堂」の

『詩経』召南

い 鵲
かささぎ

の巣に

とすること、

いう謙譲の意

『日本名家肖

。通称は新助

で教育家とし

仕えた朱子学

用され、正徳

たび講義し、

702）12 月、

介
のすけ

義
よし

央
なか

を討

を願った。鳩

駿台雑話』は、

談するスタイ

先儒墓所に葬

の命名者であ

南篇にある「維

に、巣作りの

あるいは仮

意を込めたと

肖像事典』より 

助、号は鳩巣

しても優れた

学者の雨森
あめのもり

芳
ほ

徳 3 年駿河台

、吉宗による

元赤穂藩主

討ちとった赤穂

鳩巣が著した

、鳩巣 75 歳

イルで書かれ

葬られた。 

あるという。

維鵲有巣、維

の下手な鳩が

仮の住まいで

と解釈されて

巣。 
た木下順庵に

芳州
ほうしゅう

らがい

台に屋敷を与

る「享保の改

主浅野
あ さ の

内匠頭
たくみのかみ

穂事件(赤穂

た『赤穂義人

歳のときの著

れ、話題は多

鳩居堂は、

維鳩居之」（

が入って棲み

で暮らすこと

ている。 

に学ぶ

た。

与えら

改革」

頭
み

長矩
ながのり

穂浪士

人録』

著で、

多岐に

もと

（維
こ

れ

みつく

にた
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749～1823

江戸時代中期

寛延 2 年（17
少から学問を

版し、江戸の

明和年間（17
性の機智と諧

しかし、天明

筆活動から足

そのわけは、

「世の中に

その後は、御

役人としても

りを示した。

寛政の改革の

名声が復活し

779）頃から

件を目のあた

けれども終生

声が上役たち

文化 9 年（18
太田道灌の和

辞世は、「生き

（Ｊ

ばしるウィッ

3 

期の幕臣。戯

749）に牛込
うしごめ

を志し、19 歳

の文芸界にデ

764～1772）
諧謔の才能を

明末期に老中

足を洗って、

寛政の改革

に かほどう

御徒の勤務の

も勘定所古記

 
の緊張感は、

した。とくに

ら文政 4 年（

たりにした記

生、御目
お め

見
みえ

（

ちの心証を害

812）神田川

和歌によせた

き過ぎて 七

（ＪＲ御茶ノ水

ットとユー

戯作者、学者。

込
め

仲
なか

御徒
お か ち

町
まち

（

歳のときたわ

デビューした。

の末ころ、

発揮し、天

中田沼
た ぬ ま

意
おき

次
つぐ

が

昌平坂学問所

革を風刺した

るさきもの

かたわら学

記録取調べ、大

享和年間（

『一話一言』

（1821）頃ま

記述に富み、

将軍に拝謁で

害して、出世

を挟んで湯島

狂歌に「山

七十五年食ひ

Ｓｏｌａ Ｃｉｔｙ

駅の東側 旧

ーモア 江戸

。通称は、直

（現在の新宿

わむれに作っ

。 
狂歌（皮肉

明年間（178

失脚して、老

所に入門した

下記のような

はなし 文武

問に励み、寛

大坂銅座、長

（1801～1804
』は、江戸随

までの約 40 年

書名のとお

できる身分）

に 禍
わざわい

したた

島聖堂と相対

吹の はな紙

ひつぶし 限

ｙ 

旧日立製作所

戸狂歌の天才

直次郎。号は

宿区仲町）で

た狂詩文を

肉や風刺をき

81～1789）

老中松平定信

た。 
な落首を作っ

武といふて

寛政 6 年（1
長崎奉行所、

4）からゆる

随筆の代表的

年間にわたり

り断片的な短

）以上の地位

ためと伝えら

対する駿河台

紙ばかり 紙入

限りしられぬ

所） 

才 

は、四方
よ も の

赤
あか

良
ら

で生まれる。父

平賀源内にす

きかせた滑稽

になると爆

信による寛政

った、と疑わ

夜も眠れず

1794）46 歳

玉川水防巡

るみ、蜀山人

的作品として

り、南畝が記

短文であるも

位に昇進でき

られる。 
台の地に移り

入れに 実の

ぬ 天地
あめつち

の恩

『近世名

良
ら

、蜀
しょく

山人
さんじん

な

父は、幕府の

すすめられ、

稽＜パロディ

発的に流行

政の改革が始

われたことに

ず」 
歳のとき、学

巡視などの職

人という仮号

て後世に残っ

記録した見聞

ものの貴重な

きなかったの

り住み、文政

のひとつだに

」。 

家肖像』より 

など。 
の御徒

お か ち

（歩卒

、『寝惚先生
ねぼけせんせい

＞調の短歌

した。 

始まると、2

にあるらしい

学問吟味で首

職務を実直勤

号で狂歌をよ

った。この作

聞雑著である

な史料となっ

のは、往年の

政 6 年（1823
に 無きぞ悲

卒、下級武士

文集
ぶんしゅう

』と題

歌）を始める

20 年におよ

い。 

席となった。

勤勉にこなし

み始めると

作品は、安永

る。当時の世

っている。

の戯作者とし

3）没、享年

しき」がある

士）。

題して

と、

んだ

。 
し有能

、昔

8 年

世相や

しての

75。 
る。 
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バティタワー

中坊
かのぼう

 陽之
よ う の

助
す

823～187

戸時代の駿河

れた。この地域

バティータワー

680）以降、幕

永 6 年（1709

改に任命された

坊氏は、江戸

大学頭林述
はやしじゅっ

斎
さ

『徳川
と く が わ

実
じ っ

紀
き

』な

水野忠邦を補

われる。 

風のもとに、林

いで長女の阡
みち

が

胖は和歌に秀

納戸役
ん ど や く

をへて、

治 6 年（187

なみに中坊家

れている。また屋

展

ー敷地に屋敷

助
すけ

 

73 

河台一帯には

域は、いわば将

ー敷地のほとん

幕末まで代々

）3 月から正徳

た。また弘化元

戸幕府の文教

斎
い

には、九男九

などの編纂に

補佐して天保の

林述斉の五女

が生まれた。の

秀でた人で、父

、41 歳のとき

3）1 月死去、

家の屋敷図は

屋敷図のカラ

明治大

展示はありませんが

敷があった

は、徳川家康

将軍直参の旗

んどは、4000

々この地に居住

徳元年（171

元年（1844）

教政策を司った

九女があった

に功労があった

の改革を進め

女縡
こ と

が嫁いで

のちに廣胖の

父廣風の隠居

き番方役人（武

、享年 51。経

は、石川武美記

ラーパネルが、

大学リバティタ

が・・・「この

4000 石の

の死後、駿府

本が住む武家

0 石の大身
た い し ん

の

住し、奈良奉

1）5 月まで、

8 月から翌年

た林家
り ん け

とも、次

た。ちなみに述

た。その次男が

め、世人から「妖

きた。廣風と縡

のもとに、鳥居

居で 4000 石

武官）として最

経歴をみる限り

記念図書館（

、アカデミーコ

タワー 

の人にも注

旗本 

府（今の静岡市

家屋敷街だっ

の旗本中坊氏

行、駿府町奉

長左衛門秀
ひで

年 3 月まで、駿

次のようなかか

述斎は、江戸

が、南町奉行

妖怪」と呼ばれ

縡夫妻の間に

居忠耀の長女筌
せ

石の家督を相

最高位の先手
さ き て

り、廣胖は順

（旧お茶の水

コモン地下 1

明治大学

注目」 

市）に在勤した

った。 

氏の屋敷で占

奉行、日光奉

廣
ひ ろ

が、江戸の

駿河守廣風
ひろかぜ

が

かわりがあった

幕府最大の系

行の鳥居甲斐

れ恐れられた

には、文政 6

筌
せん

が嫁いでき

相続したあと、

手鉄砲頭
つ つ が し ら

に任ぜ

調に出世し、

水図書館）の成
せ

階の博物館ホ

学博物館蔵「中坊

た「駿河
す る が

衆
しゅう

」が

められていた

奉行などの遠国
お ん ご

の治安を守る特

が勘定奉行に

た。 

系譜『寛政
かんせい

重
ちょう

斐守忠
た だ

耀
て る

で、通

た。妖怪のあだ

年（1823）に

きた。廣胖と筌

昌平坂学問所

ぜられた。 

ほぼ大過なく

成簣堂
い き ど う

文庫
ぶ ん こ

（歴

ホールに展示

家文書」より 

が呼びもどされ

た。中坊氏は、

国
ご く

奉行
ぶ ぎ ょ う

を輩出

特別警察の長

に在任した。 

重修
うしゅう

諸家
し ょ か

譜
ふ

』
」

、

通称は耀蔵で

だ名は、「耀
よ う

甲
か

に長男陽之助

筌は、いとこ同

所世話
せ わ

心得
こ こ ろ え

頭
と

く生涯を閉じた

歴史家徳富
と く と み

蘇
そ

示されている。

れ、屋敷を割り

延宝年間（1

出した名門であ

長官である火

、徳川氏の正

である。耀蔵は

甲斐
か い

」から起こ

助廣胖
ひ ろ な お

（寂定院

士だった。

頭取
と う ど り

、中奥
な か お く

小
こ

たと思われる。

蘇峰
そ ほ う

旧蔵）で

 

りあて

1673

ある。

火付盗

正史で

は、老

こった

院）、

小姓
し ょ う

、

。 

で保管
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小
お

1
 

 

 幕

介
のすけ

と

万

号で

りか

帰国

 歴

福沢

 忠

  

  

  

  

忠

回復

脱出

忠

捕え

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

１ 駿河台

小栗
お ぐ り

 忠
ただ

順
まさ

827～1868

幕末・維新期

と名乗った。

万延元年（18
で横浜を出港

かえ、ワシン

国。日本人初

歴史教育では

沢諭吉ら 90 名

忠順は、万延

文久元年（18

文久 2 年（18

      

文久 3 年（18

元治元年（18

慶応元年（18

慶応 2 年（18

忠順は４回も

復や洋式軍制

出して江戸城

忠順は、家族

えられ、明治

で生まれ 

順 

8 

の幕臣。文政

安政 6 年

860）正月、

港。太平洋を

ントンへ到着

初の世界一周

は咸
かん

臨丸
りんまる

の太

名が乗船した

元年（1860）
861）7 月 外

862）6 月 勘

  12 月 勘

863）4 月 上

864）8 月 勘

12 月 軍艦

865）2 月 軍

866）8 月 海

も勘定奉行に

制の導入など

城に帰った前

族・家臣とと

治元年（1868

幕末の動乱

政 10 年（18
（1859）9 月

日米修好通

横断してサ

着。帰路は、ニ

旅行を果た

太平洋横断が有

たけれども、

）9 月に帰国

外国奉行罷免。

勘定奉行。閏 8

勘定奉行に再任

上記の役職罷免

勘定奉行に復帰

艦奉行へ転任

軍艦奉行罷免。

海軍奉行兼任。

就き、事実上

どに尽力した。

前将軍徳川慶

もに領地の上

8）閏 4 月 6

ＹＷＣＡ 

乱に散った

27）駿河台に

月、目付
め つ け

とな

商条約批准書

ンフランシス

ニューヨーク

した。 

有名だが、こ

サンフラン

国後、11 月に

 

月南町奉行へ

任、歩兵奉行兼

免。7 月陸軍奉

帰。 

、本格的な造船

5 月勘定奉行

 
上の「蔵相」

。しかし明治

慶喜に徹底抗戦

上野国群馬郡

日、なんの

たラストサム

に出生。新潟

なり、遣
けん

米
べい

使
し

書の交換のた

スコ着。パナ

クからアフリ

この船は使節

ンシスコまで

に外国奉行に

へ転任。 

兼任。 

奉行並となるが

船施設である

に再復帰。横

」としてフラ

治元年（186

戦論を主張

郡権
ごん

田
だ

村（今

の取調べもな

『近代日本人の肖

ムライ 

潟奉行小栗忠

使節
せ つ

の一員に

ため渡米。遣

ナマ地峡から

リカ喜望峰、

節団に随行し

で往復したに

に就任。これ以

、20 日たらず

横須賀製鉄所

須賀製鉄所開

ランスとの緊

68）正月、鳥

した。ために

今の高崎市郊

いまま烏
からす

川
がわ

肖像』 国立国会

忠高の子。通称

選ばれた。 
遣米使節一行

ら大西洋へ出

インド洋、

した護衛艦で

にすぎなかっ

以後、役職は

ずで罷免。 

の建設に専念

設。 

緊密な関係の

鳥羽・伏見の

に疎
うと

まれ、つ

郊外）に移住

川
わ

の河原で斬

会図書館ＨＰより 

称、又一。豊

 
行は、アメリ

出て、軍艦ロ

香港を経て

で、艦長勝海舟

た。 
は、めまぐる

念。 

のもと、窮迫

の戦に敗れて

ついに全役職

住したが、東

斬首された。

豊後守、のち

カ船ポウハ

ローノック号

て９か月をか

舟や中浜万次

るしく変わっ

迫した幕府財

て動揺し大坂

職を罷免され

東進した政府

享年 42。

上野
こうずけ

タン

号に乗

かけて

次郎、

た。 

財政の

坂城を

れた。 
府軍に



 
 

 

江

して

 ち

東郷

この

賀基

開国

１２

河
か

1
 
 

 幕

藩士

定火

 ７

生首

号を

 安

明治

怒り

 明

鋭い

ジョ

究者

4 月

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

江戸開城後、

て薩長同盟を

ちなみに明治

郷平八郎連合

の海戦での勝

基地内に現存

国祭」が毎年

２ 反骨と

河鍋
わなべ

 暁
きょう

斎
さ

831～1889

幕末・明治時

士、河鍋記右

火消屋敷に住

７歳のときか

首を拾い、写

を与えられた

安政 4 年（18
治 3 年(1870)

りにふれて４

明治 14 年（1
い写実力、機

ョサイア・コ

者アーネスト

26 日死去、

小栗の屋敷

を仲介し、維

治 38 年（190
合艦隊司令長

勝利に繋がっ

存している。

年開催されて

奇想 「画

斎
い

 

9 

時代前期の日

右衛門。まも

住んだ。 
から、浮世絵

写生して周囲

た。 

857）江戸琳

)10 月、上野

か月投獄さ

1881）第２回

機智に富んだ

ンドルも弟

ト・フェノロサ

享年 59。『

ニコライ堂

敷は接収され、

維新後は宮中

05）日露戦争

長官は、小栗の

た」と感謝

また嘉永 6 年

いる。2015

画鬼」と呼

本画家。天保

なく親子で江

絵師の歌川国芳

を驚かせた

琳派の絵師鈴
す

野不忍池畔で

れ、出獄後

回内国勧業博

着想は抜群

子入りした。

サから、東京

『暁斎画談』

の東側・幽霊

、元土佐藩士

で活躍し、宮

争の日本海海

の遺族に対し

の意を表した

年（1853）に

5 年は横須賀

呼ばれた天才

保 2 年（183
江戸へ出て、

芳に浮世絵を

という。さら

鈴木
ず き

其一
き い つ

の娘

での書画会で

、号を「暁
きょう

博覧会に「枯木

と賞讃された

。また、日本

京美術学校で

『暁斎漫画』

霊坂の南側

士の土方
ひじかた

久元
ひさも

宮内大臣等の

海戦で、日本

して「上野介(
たという。な

にペリーが来

賀開港 150 周

 
 

才絵師 

31）下総国古

、父が定火消
じょうびけ

を学んだ。天

らに狩野派の

娘を嫁に迎え

、酔余の座興

暁
う

斎
さい

」と改め

木寒鴉図」を

た。暁斎のも

本美術界の指

での教授を要請

』など優れた

『河

元
もと

が住んだ。

の要職を歴任

本連合艦隊は

(忠順)殿が横

なお、旧横須

来航して 15
周年にあたり

古河（現在の

消
けし

同心
どうしん

の株を

天保 10 年

の絵画技法を

、翌年独立

興に新政府の

めた。 
を出品して、

もとには、ニ

指導者岡倉天

請されたが、

た作品を数多

河鍋暁斎』 （岩波

土方は、坂

任した。のち

はバルチック

横須賀製鉄所

須賀製鉄所に

0 年目にあた

、記念事業

の茨城県古河
こ が

を買って甲斐

（1839）5 月

を習得し、嘉

して本郷で開

の役人を風刺

「妙技二等」

ニコライ堂の

天心、彼の師

、胃ガンにお

多く残した。

波文庫）より 

坂本龍馬や中

ち伯爵。 
ク艦隊を撃破

所を建設して

にあったドッ

たる 2003 年

業が実施され

河
が

市）に生ま

斐姓を名乗っ

月、梅雨で増

嘉永 2 年（18

開業し、「狂
きょ

刺する戯画を

を受賞し名

の建設工事に

師でアメリカ

おかされ、明治

 

中岡慎太郎と

破した。のち

てくれたこと

ックは、米軍

年から「よこ

た。 

まれた。父は

って、御茶ノ

増水した神田

849）洞郁陳
と う い く の り

狂
ょう

斎
さい

」と号し

を描いて、官

名声が広まっ

に関与した建

カ人の日本美

治 22 年（18

連携

に、

が、

軍横須

すか

は古河

水の

川で

陳之
ゆ き

の

した。 
官憲の

た。 
建築家

美術研

89）
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大

 

1
 
 日

スモ

ブル

 文

する

の信

 一

移り

教会

 明

（18
ジョ

震災

国情

明

日本

 明

親書

 明

ニ

宗教

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ ロシア

大主教ニコ

836～1912

日本ハリスト

モレンスク県

ルグ神学大学

文久元年（18
ることなく伝

信者を得た。

一時帰国し、

り、日本ハリ

会数 88、信徒

明治 17 年（

891）竣工し

ョサイア・コ

災で鐘楼・ド

情緒にあふれ

明治 24 年（1
本政府側との

明治 37 年（1
書を送り、大

明治 39（190
ニコライの深

教・文化両面

正教伝道と

ライ 

2 

トス正教会の

県（現在のロ

学を卒業。 

861）箱館
はこだて

領

伝道に従事す

箱館では、

1870 年ロシ

ストス正教会

徒 5000 人を

1884）日本

した。設計は

ンドル（18
ドームが被災

れた建物と荘

1891）滋賀県

の間を仲介し

1904）日露戦

大聖堂にこも

06）年、大主

深い信仰心と

面で日露交流

と日露交流

創設者。「ハ

シア西端、モ

領事館付きの

するとともに

のちにキリ

シアで日本正

会の組織・体

を数え、明治

本ハリストス

は、ロシア人

852～1920）
災したため、

荘重に響く鐘

県大津市で警

た。 

戦争が勃発す

って日露両

主教。明治 4
不屈の精神

流に大きな足跡

ニコライ堂

『

流の架け橋

ハリストス」

モスクワ西方

ロシア正教会

、日本の文化

スト教牧師

正教宣教団を

体制づくりを

17 年（188
正教会教団復

の建築家シチ

が関与した

昭和 2～4 年

の音は、神田

警察官がロシ

すると、ニコ

国の平和回復

45 年（1912
力、高邁な人

跡を残した。

堂 

『ニコライ堂の人び

とは、ギリ

方約 360ｋｍ

会司祭として

化事情や日本

・教育家とな

を設立し、再

を図り、澤邊

84）には教会

復活大聖堂

チュルポフが

た。ちなみに現

年（1927～2
田名物の一つ

シア皇太子を

コライは「露
ろ

復を祈った。

2）2 月没、

人柄と博愛

。 

びと :日本近代史

シア語でキ

ｍ。西隣はベ

て、キリスト

本語を学び、

なる新島襄
にいじまじょう

再び来日。明

邊らの協力で

会数 219、信

（通称、ニコ

が担当し、構

現在のニコラ

29）にかけて

つとなってい

を襲撃し負傷

露探
た ん

」（ロシア

。 
75 歳。台東

は、信徒のみ

史のなかのロシア

リストをい

ベラルーシ共

ト教禁制下の

やがて元神

と、日本語と

治 5 年（18
で布教を進め

信徒数 2 万人

コライ堂）の

構造設計・工

ライ堂は、大

て、岡田信一

いる。 
傷させた大津

アのスパイ）

東区の谷中墓

みならず数多

ア正教会』より 

う。1836 年

共和国）で生

の日本へ到来

神官の澤邊
さ わ べ

琢
た

と英語を交換

872）函館か

た。明治 13
人に拡大した

の建設に着工

工事監理は、

大正 12 年（

一郎の設計で

津事件では、

と中傷され

墓地に葬られ

多くの日本人

年 8 月、ロシ

生まれた。ペ

来した。迫害

琢磨
く ま

をはじめ

換教授した。

から東京駿河

3 年（1880）
た。 
工し、明治 2
英国人の建

1923）の関

で復興された

露国皇太子

れたが、信徒

た。 
人の心を感化

シアの

ペテル

害に臆

多く

 
河台へ

に、

24 年

建築家

関東大

た。異

子側と

徒らに

化し、



 
 

 

 

坂本

澤
さ

1

 

 明

天

父

 武

剣術

ち

武館

と

が官

 文

箱

ち

に生

琢

ころ、

明

教名

 けれ

明治

 明

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本龍馬のいと

澤邊
わ べ

 琢磨
た く ま

 

834～191

治時代、日本

天保 5 年（18

父は、土佐藩家

市半平太の塾

術修業した。 

ちなみに桃井は

館」（神田於
お

玉
た ま

ころが琢磨は

官憲に知られた

久元年（186

箱館在住中に

ちなみに新島は

生まれた。 

琢磨は、キリシ

、反問されて

明治元年（186

名は、パウェル

れどもキリスト

治 5 年（1872

治 7 年（187

展示は

とこ 邦人初

3 

本ハリストス正

34）土佐国潮

家臣の山本代

塾で学んだの

は、神道
し ん と う

無念
む ね ん

玉
ま

ヶ池、現在の

は、道場の仲間

た。心配した龍

61）箱館神明

、のちに同志

は、現在、千代

シタン邪宗門の

キリスト教を学

68）、他の２名

ルを名のった。

ト教信仰は、明

2）仙台で 3 か

74）以降、東京

はありませんが・

初のロシア正

正教会設立の

潮江村（現在の

代七。幼名は

のち、江戸に出

念流
り ゅ う

の斎藤弥
さ い と う や

の千代田区岩

間と酩酊して

龍馬と半平太

社宮司の澤邊

志社（現在の同

代田区神田錦

の先入観から

学び始めた。 

名とともにニコ

 

明治 6 年（1

か月余り投獄さ

京から全国を

ニコライ堂

・・「この人

正教会信徒

中心的人物、

の高知市）で

、数馬。坂本

出て鏡
きょう

心
し ん

明智
め い ち

弥九郎
や く ろ う

「練兵館

岩本町２丁目あ

通行人に乱暴

太の手助けで江

邊幸司の女婿

同志社大学）を

錦町 3 丁目に

ら、箱館領事館

コライから洗礼

873）のキリシ

された。 

を巡回して布教

堂 

『近

人にも注目

、司祭。 

で生まれた。

本龍馬、武市半

智流
り ゅ う

・桃井
も も の い

春蔵
しゅん

館」（靖国神社

あたり）とあわ

暴を働き、逃

江戸から脱出

婿となり、澤邊

を創立する新
にい

にある学士会

館付きのロシ

礼を受けて、琢

シタン禁教政

教に努めた。大

近代日本人の肖像

目」 

半平太とは、い

蔵
ぞう

の道場「士

社の南門近く

わせて、幕末三

げた古道具商

出し、仙台を経

邊姓と神職をつ

新島襄
いじまじょう

のアメリ

会館の敷地内

ア正教会司祭

琢磨らは、日本

政策の撤回まで

大正 2 年（19

像』 国立国会図

いとこにあたる

士学館」（あさり

に碑が建つ）

三剣客といわれ

商が落とした懐

経て箱館
は こ だ て

へ渡

ついだ。 

リカ密航を手助

（当時、安中藩

祭ニコライの殺

本ハリストス正

で禁止されて

913）6 月没、

図書館ＨＰより 

る。 

り河岸、現在の

、北辰
ほ く し ん

一刀
い っ と う

流
り

れた。 

懐中時計を売

渡った。 

助けしたことが

藩邸内）で天

殺害を決意し

正教会で最初

ていたために、

、享年 80。 

の中央区新富

流
ゅう

の千葉
ち ば

周作
しゅうさ

売却した不良

があるという。

天保 14 年（18

し、詰問に行っ

初の信徒となっ

澤邊も迫害さ

富）で

作
さく

「玄

行為

843）

ったと

った。

され、



 
 

 

 
１４

重
し

1
 
 江

文

 藩

帰

西郷

重

 明

歴史

 明

南朝

が、

 明

院議

 ま

 最

の撰

明

 著

 な

銀行

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 我が国

重野
げ の

 安繹
やすつぐ

 

827～1910

江戸末期・明

文政 10 年（1
藩校造士館に

帰国後、同僚

郷隆盛（1827
重野は帰藩後

明治 4 年（18
史編集事業に

明治 15 年（1

朝側の忠臣と

史料による

明治 21 年（1
議官、帝国大

また重野は、

最晩年には勅

撰文を行った

明治 43 年（1

著書に『赤穂

なお、大学会

行社長等を務

最初の文学

0 

明治初期の漢

1827）薩摩

に入り、嘉永

僚の金の使い

7～1877）と

後、薩英戦争

871）9 月上京

に関わった。

1882）『大日

とされた児島

る近代的考証

1888）加藤弘

大学文科大学

門人で、三

勅命により、

た。この碑（

1910）12 月、

穂義士実話』、

会館の西隣に

務めた串田万

明治大学百

学博士 異

漢学者、指導者

国鹿児島郡

永元年（1848

い込みに連坐

と出会った。

争の戦後処理

京、12 月文

明治 12 年

日本編年史』

島高徳の実在

証史学のきっ

弘之、小中村
こなかむ

学教授。明治

三菱財閥２代

「明治維新の

（書は「明治

、駿河台の自

『稿本
こうほん

国史
こ く し

にある大学用

万蔵（哲学者

百周年記念大

異名は「抹殺

者的な歴史学

（現在の鹿児

8）江戸に出

坐して奄美大

 
に辣腕をふる

文部省（当時は

（1879）東京

の編纂に参画

在を否定した

かけとなった

村清矩
らきよのり

らとと

22 年（188

目社長の岩崎

の三傑」大久

の三筆」と

自邸で死去。邸

眼
がん

』（星野恒

地(旧・山の

串田孫一の父

大学会館 

『近

殺博士」 

学者。 

児島市）に生

出て昌平坂学

島へ願
ねがい

遠島
えんと

るった。元治

は湯島聖堂の

京学士会院会

画して、軍記

ため、「抹殺
まっさつ

たとされてい

ともに、日本

89）「史学会

崎弥之助のた

久保利通を顕

いわれた日下
く さ

邸宅は、現在

恒、久米邦武

の上ホテル別

父）が住んで

近代日本人の肖

生まれた。父

問所（湯島聖

島
う

になった時

治元年（186
の昌平坂学問

会員に当選。

記物語『太平

殺
つ

博士
は か せ

」の異

いる。 

本で最初の文

会」初代会長

ため、静
せい

嘉堂
か ど

顕彰する「大

下部鳴
さ か べ め い

鶴
かく

）は

在の明治大学

武と共著）、『

別館)には，か

でいた（小川

像』 国立国会図

父は、郷士
ご う し

で

聖堂の構内）

時、のちに明

64）造士館助

問所跡に置か

 
平記』の史料

異名をとった

文学博士の学

。明治 23 年

堂
う

文庫
ぶ ん こ

の創設

大久保公神道碑

は、港区南青

学百周年記念

重野博士史学

かつて瀟洒な

川茂久『雑文

図書館ＨＰより 

で薩摩藩の御

）で学んだ。

明治維新最大

助教。 
かれていた）

料的な検討の

た。けれども

学位を授与さ

年（1890）貴

設に寄与した

碑」（明治 4

青山の青山霊

念大学会館の

学論文集』等

な西洋館があ

文集小川町界

御能方。 
 

大の指導者と

へ出仕。以

の結果、それ

、この検討

された。また

貴族院勅選議

た。 
43 年 9 月建

霊園に現存す

の位置にあっ

等がある。

あり，長らく

界隈』より）。

なる

以後、

れまで

討作業

元老

議員。 

建立）

する。 
た。 

三菱

。 



 
 

 

 
１５

玉
た

1
 

 明

れた

20
なっ

 明

司法

 明

明治

訴訟

 明

した

 一

野望

に逗

命を

自殺

 玉

良ら

年）、

 薩

界で

にた

審院

11 月

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 明治時

玉乃
ま の

 世
よ

履
ふみ

 

825～1886

明治時代前期

た。のちに藩

0 歳代後半に

って子弟の教

明治 2 年（186
法卿江藤新平

明治 8 年（18

治 11 年（187
訟法）、民法の

明治 14 年（

た。享年 62。

一説によると

望を企てたこ

逗留中の玉乃

をとれば殺人

殺するよう仄
ほの

玉乃は、明治

ら西南の役関

、自由党高田

薩長出身でな

でもっともす

たとえて、玉

院長横田
よ こ た

秀
ひで

雄
お

月明治大学長

日本大

～コトブ

時代の「大岡

 

6 

期の司法官。

藩の学者玉乃

に京都に遊学

教育にあたり

69）長州閥の

平のもとで進

875）5 月創設

78）9 月初代

の編纂に関与

1881）7 月再

数日後、死

、玉乃の死

ことに起因す

乃を訪ね、秘

人罪であると

仄
の

めかしたの

治初期に司法

関係者の裁判

田事件裁判

ない玉乃が、

すぐれた人材

玉乃を「明治

雄である。横

長、昭和 8 年

大学法科大学

ブキシーティ

岡越前」 

文政 8 年（1
乃九華のあと

学し、頼三樹

、また兵備

の実力者広沢
ひろさわ

進められた法典

設直後の大審

代大審院長に

与した。 
再び大審院長

死因は、太刀

死は、陸軍中将

するという。谷

かに不穏な計

応えた。その

で、玉乃は

官として頭角

判（同 10 年）

（同 16 年）

司法官最高

材だったから

治の大岡越前

横田は、明治

年（1933）明

学院（日本大学

ィング㈱・書店

1825）周防
す お う

国

を継ぎ、玉乃

樹三郎、梅田

の充実に尽力

沢
わ

真
さね

臣
おみ

に認め

典編纂作業に

審院（旧司法

に任命された

長に任命され

刀による自死

将谷干
たて

城
き

と東

谷と三浦は、

計画をもらし

の後、計画の

自刃して果て

角を現し、参

、参議大久

など、数々

の重職に就き

と推定されて

」と称賛し

、法政、早稲

明治大学総長

学お茶の水キャ

店会館の間

国岩国藩（現

乃姓を名乗っ

田雲浜、僧月

力した。幕府

められて明治

にも参画した

法制度での最

たが、翌年 1

れたが、明治

死だったこと

東京鎮台司令

、国粋派の陸

して彼の意中

発覚をおそ

てたのだとい

参議広沢真臣

久保利通暗殺

の重大事件の

き、しかもそ

ている。当時

た。ちなみに

稲田、慶応義

長に就任した

ャンパス）

現在の山口県

った。 
月性らの攘夷

府の長州征討

政府に登用

た。 
最高、最終裁判

0 月司法
し ほ う

大輔
た ゆ

治 19 年（18
を各新聞が

令官陸軍中将

陸軍士官学校

中を質した。

れた三浦と曽

いう。 
臣暗殺事件裁

事件裁判（同

の裁判に関与

そのポストを

時の世論は、

に「大正の大

義塾等の大学

た。 

『国史大

県岩国市）藩

夷論者と交遊

討に、農兵隊

され、さまざ

判所）の院長

輔
う

（司法次官

886）8 月 8
いっせいに報

将三浦梧楼

校長陸軍中将

玉乃は、た

曽我は、口ど

裁判（明治 5
同 11 年）、

与した。 
を 10 年近く

有名な江戸

大岡越前」と

学で民法を講

大辞典』より  

藩士、桂脩助

遊した。帰藩

隊を率いて幕

ざまな裁判事

長代理に任ぜ

官）に転任し

日夜、駿河

報じて、世間

（観樹
かんじゅ

）が、

将蘇我祐
すけ

準
のり

と

たとえ奸賊と

どめのため玉

5～8 年）、鹿

自由党福島事

くも務めたの

戸町奉行大岡
おおおか

と称えられる

講義し、大正

助の子として

藩して藩校教

幕府軍と戦っ

事務を担当し

ぜられ（50 歳

し、治罪法（

河台の自宅で

間を驚かせた

伊藤博文排

と図り、伊豆

といえども、

玉乃宅を訪ね

鹿児島県令大

事件裁判（同

のは、当時の

岡
か

越前
えちぜんの

守
かみ

の名

るのは、14

正 13 年（19

生ま

教授と

った。 

した。 

歳）、

（刑事

で急死

た。 

排斥の

豆熱海

その

ねて、

大山綱

同 16

法曹

名声 
代大

24）
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小
こま

1
 

 

明

安

設け

論議

明

明

明

士族

明

明

コモ

明

に再

内大

明

明

会な

彰

寺貫

小松

な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 駿河台

小松宮
まつのみや

彰
あき

仁
ひと

親

846～1903

明治時代の皇

安政 5 年（18

けられた議定
ぎじょう

議に参加した

明治元年（18
明治 3 年（18
明治 7 年（18
族による反政

明治 15 年（1
明治 16 年（1
モン辺りに洋

明治 18 年（1
再度行幸され

大臣三条実美

明治 23 年（1
明治 35 年（1
など多くの団

彰仁親王の病

貫主の公
こう

現
げん

親

松宮の騎馬像

なお、本学の

明治大

キャンパス

親王 

3 

皇族、軍人。

858）3 月親

定
う

に任ぜられ

た。 
868）正月、

870）閏 10
874）陸軍少

政府暴動であ

1882）小松宮

1883）ころ、

洋風 2 階建て

1885）6 月明

れ、近衛騎兵

美、内閣総理

1890）陸軍大

1902）明治天

団体で総裁を

病没後、宮家

親王（のち還俗

像【写真】が

の母体となっ

大学アカデミー

スに宮殿が

伏見宮邦家親

親王となり、

れ、京都御所の

軍事総裁、

月から 5 年

少将となり、前

る西南戦争

宮と称し、彰

、駿河台キャ

ての宮殿、リ

明治天皇が行

兵の騎芸や軽
かる

理大臣伊藤博文

大将となり、

天皇の名代

務めた。明治

家は一代で廃絶

俗して北白川
きたしらか

建てられて

た明治法律

ーコモン（右）

があった皇族

親王の第 8 子

嘉彰の名を

の小御所
こ ご し ょ

で開

ついで外国

10 月まで英

前参議江藤新

の鎮圧に功績

彰仁と名を改

ャンパスの全

バティタワー

行幸され、馬

軽乗
のり

を見物さ

文らが陪席

、日清戦争で

として、英国

治 36 年（1
絶され、侯爵

川宮
わのみや

能
よし

久
ひさ

親王

いる。 
学校が現在地

）・リバティタワ

左 『Ｎｅｔ Ｐｉｎ

右 騎馬像（上

族 

子。幼名は、

たまわる。慶

開かれた御前

国事務総裁、海

英国留学。

新平ら不平士

績があり、明

改めた。 
全域は、小松

ー辺りに厩舎

馬場でポロに

れたあと、晩
ば

したという

で征清大総督

国国王の戴冠

903）2 月病

爵小松家が祭

王。陸軍軍人

地へ移転した

ワー（左奥）

ｎｕｓ』61 号（雄松

上野恩賜公園内

、豊宮
ながみや

。 
慶応 3 年（1

前会議に出席

海陸軍務総督

士族による佐

明治 13 年（

松宮の広壮な

舎(馬小屋)と

に似た球技

晩餐会
ばんさんかい

には嘉

（中村実男

督に任命され

冠式に参列し

病死、享年 5
祭祀を継承し

人、独逸学協会

たのは、明治

松堂ＨＰ）より 

） 

1867）12 月

席し、徳川氏

督、兵部卿、

佐賀の乱、西

（1880）陸軍

な御用邸に一

と馬場があっ

「打
だ

毬
きゅう

」を観

嘉仁親王（の

『映画の中の

れた。 
した。このほ

8。国葬が営

した。ちなみ

会初代総裁）

治 44 年（19

月、王政復古

氏の辞官
じ か ん

納地
の う ち

、会津征討総

西郷隆盛を中

軍中将に昇進

一変した。現

った。 

観戦された。

のちの大正天

の御茶ノ水』

ほか日本赤十

営まれた。 
みに彰仁親王

が住んだ上

911）10 月の

古の大号令に

地
ち

の処分につ

総督を歴任。

中心とした鹿

進した。 

現在のアカデ

21 年（18
天皇）、各皇

参照）。 

十字社、大日

王の弟宮で、

上野公園内に

のことだった

より

ついて

 

鹿児島

デミー

88）
皇族、

本農

寛永

には，

た。 



 
 

 

 
 
１７

 亀
か

 1
 

大

呼ば

慶

に、

亀

かつ

ここ

も

など

し

2 月

古本

見

もら

当

英

通っ

萬

ち

由来

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ 駿河台

亀井
め い

忠一
ただかず

・萬

856～1936

大学会館の脇

ばれている。

慶応元年（18
亀井与一郎

亀井氏の屋敷

つての実家の

こで生まれた

もともと忠一

どして暮らし

しかし明治 6

、四谷箪笥
た ん す

本屋「三省堂

見よう見まね

らってようや

当初は洋書の

英語も、当時

って学んだと

萬喜子は、い

ちなみに社名

来し、「日に幾

キャンパス

萬喜子
ま き こ

 

6 1855～

脇に急坂があ

 
865）頃、そ

郎(知行 500 石

敷は、現在駿

の所在地にあ

た。のちに、

一・萬喜子夫

していた。 
年（1873）に

町の大火事で

堂」を創業し

ねで古本を仕

やく開店した

の取り扱いが

時駿河台にあ

いう。 
いわゆる良妻

名「三省堂」

幾度となくわ

明治大学リ

スに実家が

～1927 

る。江戸時代

の急坂南側

石)、大久保嘉

河台下にあ

たる。萬喜子

旗本中川市助

夫妻は、最後の

に上京し、麹町

で類焼したた

た。奇しく

仕入れてみた

。そこで、

が多く、萬喜

った静修女

妻賢母型の女性

のいわれは、

わが身を省み

リバティタワー

があった三省

代は胸突坂
むなつきざか

と

に沿って、ひ

嘉左衛門(禄
る大手書店三

子は、納戸役
な ん ど や

助に懇望して

の将軍徳川慶

町で下駄屋を

ため、4 月に

も三省堂の社

ものの、値段

三省堂は、買

子が近所の

学校で英語を

性で、使用人

、『論語』学

みる」ことを

ー 北ウイング

省堂創業者

と呼ばれ、現

ひな壇状に三

高 300 俵)、
三省堂書店の

役
や く

をつとめた

て、五男の忠

慶喜が静岡へ

を開業した。

に裏神保町 1
社史は、明治

段の付け方が

買値が高くて

ドイツ語教師

を教える城山

人の面倒見も

学而篇にある

を意味してい

グ 

『三省堂書店百

者夫妻 

現在は、元明

三軒の侍屋敷

溝口五左衛

の創業者亀井

た亀井與十郎

忠一が婿入り

へ隠退するの

下駄の販売

番地(現在の

治法律学校の

がよく判らず

て売値が安い

師のもとへ閉

山帰一夫妻の

も良かったと

「吾日三省

いる。 

百年史』より 

明治大学総長

敷が建てられ

衛門（同 300
井忠一の夫人

郎の二女とし

りして亀井家

のに随って沼

が軌道に乗

の三省堂書店

の歴史と同じ

ず、東京大学

いと評判にな

閉店後に通い

のもとへ、赤

と伝えられて

吾身」（われ

長の名前にち

れていた。坂

0 俵）の屋敷

人萬喜子の生

して、安政 2
家を継いだ。

沼津へ行き、

り始めた明治

店所在地)で、

じ年から始ま

学の先生や学

なったという

い、語学を勉

赤子を背負い

ている。 
れ、日にわが

ちなんで吉郎
きちろう

坂の下から上

敷だった。 
生誕地、すな

年（1855）
 
慣れない畑

治 14 年（18

わずか 18
まった。 
学生に値決め

う。 
勉強したとい

い夜 11 時過

が身を三省す

郎坂
ざか

と

上へ順

わち

3 月

畑仕事

81）

坪の

して

いう。 
過ぎに

す）に
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 西
さ

1
 

 

明

兄の

嘉

慶

薩長

明

年ま

り、

明

フラ

明

華族

10 月

明

明

日

明治

日露

に追

明

作成

2

大

推薦

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

８ 明治法

西園寺
いおんじ

公
きん

望
もち

 

849～1940

明治～昭和前

の徳
とく

大寺
だ い じ

実則
さねのり

嘉永 5 年（18
慶応 3 年（18
長中心の討幕

明治 3 年（18
までパリ大学

明治法律学

明治 13 年（1
ランス行政法

明治 15 年（

族令の制定で

月第二次伊藤

明治 33 年（1
明治 36 年（1
日露戦争中か

治 39 年（190
露戦争後の財

追い込まれた

明治 44 年（1
成で、陸軍が

度の首相退

大正 7 年（1
薦して、「平民

法律学校創立

0 

前期の政治家

則
り

は明治天皇

852）西園寺

867）12 月王

幕派と旧幕府

870）12 月、

学に学び、自

学校創立者の

1880）10 月

法の講義を担

1882）3 月伊

で侯爵を授け

藤博文内閣に

1900）8～9
1903）7 月枢

から戦後にか

06）1 月組閣

財政難や社会

た。 
1911）8 月第

が要求した二

陣後は、元老

918）9 月三

民宰相」と初

立に関与 

家。最後の元老

皇の侍従長、弟

寺家の養子と

王政復古後、

府軍が戦った

フランス留

由主義思想

一人となる岸

に帰国後、

担当した。 
伊藤博文に随

られた。明治

に文部大臣と

月、伊藤を

枢密院議長を

かけて、軍人政

閣の大命を受

会主義運動の

第 14 代内閣総

二個師団増設案

老として政治

三たび組閣の

初の本格的政

最後の元老

老。嘉永 2 年

弟の住友
すみとも

友
とも

純
い

なった。少

まもなく新

戊辰戦争に従

留学を命じら

にふれた。留

岸本辰雄とは

「明治法律学

随行して渡欧

治 23年（1890
として入閣。

を補佐して立

を辞任し、第

政治家の桂太

受け、第 12 代

取締り不十分

総理大臣とな

案を否決した

治的影響力を

の大命を受け

政党内閣の誕

『近

老 

年（1849）公家

純
いと

は住友銀行

少年期から進

新政府の参与

従軍した。

られ、アメリ

留学中、のち

は同じ下宿で

学校設立ノ趣

欧。憲法調査

0）帝国議会

 
立憲政友会の創

第 2 代立憲政

太郎と交代で

代内閣総理大

分が、元老山

なり、第二次

たため、陸軍

を保った。

けたが組閣を

誕生に一役買

三

近代日本人の肖像

家の名門右大

行の創設者と

取の気質の持

与に任官。明

カ、イギリ

ちに評論家・

で暮らした。

趣旨」の起草に

査にあたり翌

開設にあた

創立に参画

政友会総裁に

で政権を担当

大臣となり、

山縣有朋の不

次西園寺内閣

軍と対立して

を辞退し、立

買った。大正

三井住友海上

像』 国立国会図

大臣徳大寺公
きん

となった。 
持ち主として

明治元年（18

ス経由で渡仏

・政治家とし

 
に関与し、翌

翌年 8 月帰国

り貴族院議員

した。10 月

に就任。 
当して、いわゆ

第一次西園

不評を買い、

閣を組織した

て、翌大正元

憲政友会総裁

正 8 年（1919

上駿河台ビル

図書館ＨＰより 

公
ん

純
いと

の次男と

て知られた。

868）正月か

仏。1875 年

して活躍する

翌 14 年 1 月

国。明治 17
員となり、明

枢密院議長

ゆる「桂園時

園寺内閣が成

41 年（19

たが、大正 2
元年 12 月退

裁で爵位を持

9）1 月パリ

ル 

して生まれ

 
から翌年 5 月

年 11 月から 1
る中江兆民と

に開校当初

年（1884）
治 27年（18

に就任。 

時代」を築い

成立した。し

908）7 月総

年度の予算

陣した。 

持たない原
はらた

講和会議に全

れた。

まで

1879
相識

初は、

7 月

94）

た。 
かし

総辞職

算案の

敬
たかし

を

全権 



 
 

 

 
委員

そ

主義

定着

西園

にそ

ち

いた

「雨

これ

の

 
 
１９

 岩
い

1
 

明

て生

明

年帰

によ

の前

明

明

坪の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

員として渡仏

その後、山縣

義的議会政治

着に貢献した

園寺の政治的

その発言力は

ちなみに駿河

た。また明治

雨声会」とい

れらは、地方

のちに中央大

９ 三菱財

岩崎弥之
わ さ き や の

助
すけ

 

851～1908

明治時代の実

生まれた。の

明治 4 年（18
帰国。その後

より郵便汽船

前身）を設立

明治 19 年（1
明治 23 年（

の土地を買収

仏し、ベルサ

縣有朋、松方

治を理想とし

た。しかし、

的影響力は後

はほとんど失

河台の西園寺

治 40 年（190
われた。）を

方から西園寺

大学が、西園

財閥 2 代目社

8 

実業家。嘉永

のちの三菱財

871）大阪に

後は、弥太郎

船三菱会社社

立し、三菱は

1886）3 月新

1890）帝国

収した。4 年後

イユ条約に調

正義の死で唯

て、政党指導

昭和 7 年（

退し、昭和

失われた。昭和

寺邸には、の

07）6 月西園

を開いたが、

寺への陳情で

寺邸と隣の

社長 

4 年（1851
財閥（現在の

に出て、儒者重

郎を助けて創

社長に就任。同

は海運業から撤

新たに「三菱

国議会の開設

後に最初のオ

調印し、翌年

唯一の元老と

導者を首相に

（1932）5 月

11 年（193
和 15 年（19
ちに散文詩的

園寺が、当時

夏目漱石な

上京した、い

戸田伯爵邸を

1）土佐国（現

三菱グループ

重野安繹
しげのやすつぐ

の塾

業期の三菱会

同年 9 月競合

撤退した。

菱社」を創立

にあたり、貴

オフィスビル

雑誌

年 9 月その功

となり政界に

に推薦するこ

月、五・一五

36）2 月、二

940）11 月 24
的な短編『武

時一流の文士

どが出席を辞

いわゆる「西

を譲り受けて

現在の高知県

プの前身）の

塾に入門。明

会社の経営に

合する共同運

立して鉱業・

貴族院議員に

ルとして三菱

Ｓｏｌａ Ｃｉｔｙ

（ＪＲ御茶ノ水

誌『太陽(The Sun

功績により公

に重きをなし

ことで、大正

五事件で犬養
いぬかい

二・二六事件

4 日死去、享

武蔵野』で文

士を招き一夕

辞退した。西

西園寺詣で」

て、キャンパ

県）に地下
じ げ

浪
ろ

の創業者 弥

明治 5 年兄弥

にかかわり、

運輸会社と合

造船・銀行

に勅選された

菱一号館が竣

水駅の東側

n)』第 2 巻第 24 号

公爵を授けら

して、イギリ

正末期から昭

毅
つよし

首相が襲

件が勃発する

享年 92。日比

文壇デビュー

夕歓談の場を

西園寺邸周辺

の人びとの

パス用地に使

浪人
うにん

（在村浪

弥太郎の弟。 

弥太郎の勧め

明治 18 年

合併して日本

行・地所・倉

た。また丸ノ

竣工した。こ

旧日立製作

号、口絵より 

られた。 
リス流の立憲

昭和初期にか

襲撃され、軍

ると、後継首

比谷公園で国

ーする国木田

を設けようと

辺には、旅館

の常宿となっ

使用した時期

浪人）岩崎弥

 

めでニューヨ

年（1885）2
本郵船会社（

倉庫などの事

ノ内に雑草の

これを皮切り

作所） 

憲君主主義と

かけて政党政

軍部の台頭に

首相の人選を

国葬が行われ

田独歩が居候

、会合（の

館が多くあっ

っていた。

期があった。

弥次郎の次男

ヨークに留学

月弥太郎の

（現在の日本

業に転進した

の生い茂る 1
に、ロンド

自由

政治の

より

最後

れた。 
候して

ちに

た。

 

とし

学、翌

死去

本郵船

た。 
10 万

ンの 



 
 

 

ロン

る洋

明

明

そし

淡路

に建

弥

10 冊

創設

3 月

ち

進め

尽力
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 尾
お

1
 

明

尾崎

明

明

で失

明

明

ィタ

明

明

総選

改

の文

大

党の

られ

軍国

戦

昭

ンバード街に

洋式事務所街

明治 26 年（1
明治 29 年（1
して後藤が所

路坂の途中に

建てられた S
弥之助は、学

冊その他の歴

設した。明治 2
死去、享年

ちなみに弥之

め巨大なピラ

力した。小弥

０ 「憲政

尾崎
ざ き

行
ゆき

雄
お

 

858～1954

明治から昭和

崎行正の長男

明治 7 年（18
明治 14 年（1
失脚した大隈

明治 18 年（1
明治 20 年（1
タワーの反対

明治 22 年（1
明治 23 年（1
選挙まで 25 回

改進党幹部と

文相として入

大正元年（19
の犬養毅とと

れた。大正 3
国主義化を批

戦後は、戦争

昭和 28 年（1

にならった赤
あか

街の建設が進

1893）12 月

1896）6 月男

所有した駿河

にあった。現

Sola City の公

学問を好み、

歴史書を刊行

29 年（1896）
58。 

之助の長男小
こ

ラミッド型企

弥太も、大正

政の神様」 

4 

和前期の政党

男として現在

874）慶応義

1881）参議大

隈重信に随っ

1885）東京府

1887）12 月

対側、日本大

1889）不平等

1890）第 1
回連続当選し

して議会で

入閣。明治 36
912）藩閥中

もに先頭に

年（1914）
批判し、日独

争否定、世界

1953）の総選

赤
か

煉瓦
れ ん が

街が建設

進められたの

月三菱合資会

男爵を授けら

河台の土地を譲

現在では、岩崎

公開空地に残

古美術品や

行した。また

）11 月松方正

小弥
や

太
た

は、大正

企業組織を形成

正 12 年（192

党政治家。号は

在の神奈川県津

義塾入学(のち

大隈重信の側

て下野し、

府会議員とな

保安条例違

大学病院の敷

等条約の改正

回総選挙に三

して 63 年間

で藩閥政府の政

6 年（1903）
心の官僚政治

立って桂首相

4 月第二次大

独伊三国同盟

界連邦建設を提

選挙で初めて

設され、「一
いっ

である。 

会社を設立し

られた。ちなみ

譲り受けて、

崎邸擁壁の赤

残るのみであ

書籍を収集

た清国の蔵書

正義首相の要

正 5 年（191
成した。また

23）9 月の関

は咢堂
がくどう

。ちな

津久井町に生

ち中退）。明治

側近矢野文雄

立憲改進党の

なり、「朝野

反で東京か

地内にあった

正交渉にあた

三重県第 5 区

間の議員生活

政策を痛烈に

東京市会か

治に反発し政

相を糾弾し、

大隈内閣の司

に反対した。

提唱、91 歳

て落選。翌年

『

一丁
っちょう

倫敦
ろんどん

」と

、社長の座

みに弥之助は

、ここに自宅

赤レンガを保

ある。 
した。恩師重

書家、金石学

要請により、第

16）7 月三菱

た成蹊学園の

関東大震災ま

なみに、咢咢

生れ、父の転

治 12 年（18
雄（竜渓）に

の結成に参画

野新聞」で健

ら追放され、

た。 
たった外相大

区から立候補

活を送った。

に批判し、明

から東京市長

政党政治の確

、翌 2 年内閣

司法相として

。 
歳のとき衆議

年、衆議院名

『近代日本人の肖

といわれた。

を兄弥太郎の

は、維新の元

宅と三菱社を

保存・再利用

重野安繹の歴

学者陸
りく

心源
しんげん

の

第４代日本銀

菱合資会社社

の創立、静嘉

まで、淡路坂

咢は直言する

転勤で渡会
わたらい

県

79）福沢諭吉

に招かれ統計

画した。 
健筆をふるっ

、駿河台を去

大隈が襲撃さ

補して当選し

明治 31 年（1
長に推され、

確立を目指し

閣総辞職に追

て入閣した。

議院壇上で吉

名誉議員とな

肖像』 国立国会図

こうして現

の長男久弥
ひ さ や

に

元勲後藤象二

を建てた。岩崎

用したモニュ

歴史編集事業

蔵書 4 万冊

銀行総裁に就

社長に就任し

嘉堂文庫の公

坂の岩崎男爵

ることである

県山田(現在の

吉の推薦で

計院に入職し

た。 
去って欧米に

され負傷した

した。これ以

1898）6 月第

明治 45 年

した憲政擁護

追い込み、世

対外政策面

田内閣批判の

なり、10 月 6

図書館ＨＰより 

現在のオフィ

に譲った。 
二郎の長女早

崎男爵邸と呼

ュメントが、

業を支援して

冊余を購入し

就任した。明治

し、社有事業

公開など教育

爵邸に住んで

る。安政 5 年

の三重県伊勢

「新潟新聞」

したが、「明治

に遊学した。

たとの報を受

以降、昭和 2

第 1 次大隈内

（1912）6 月

護運動がおこ

世に「憲政の

面では、軍備

の質問を行な

6 日死去、享

ス街のもと

早苗と結婚し

呼ばれた洋館

旧日立製作

て『国史綜覧

して静
せい

嘉堂
か ど う

文
ぶ ん

治 41 年（19

業の分系会社

育・文化事業

いた。 

年（1858）地

勢市）に住ん

主筆となっ

治十四年の政

自宅は、リ

受けて帰国。

27 年（1952

内閣（隈板内

まで在任し

こると、立憲

の神様」とた

備縮小論を唱

なった。 
享年 95。 

にな

した。

館は、

作所跡

覧稿』

文庫
ん こ

を

08）

社化を

業にも

地方官

んだ。 
た。 
政変」

バテ

 
2）の

内閣）

た。 
憲国民

たえ

唱えて



 
 

 

著

 昭

国会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２１

 夏
な

1
 

明

慶

と命

られ

ヴィ

東大

こ

明

入り

明

明

明

明

翌年

明

明

明

漱石

明

著書は約 80 冊

昭和 35 年（1
会前庭(北庭)に

１ 明治の

夏目
つ め

 漱
そう

石
せき

 

867～1916

明治末から大

慶応 3 年（1
命名された。

れ、小学校を

ィラフォンテ

大震災の後、

こうした幼年

明治 12 年（1
り漢学を学ん

明治 17 年（1
明治 22 年（1
明治 23 年（1
明治 26 年（1
年、神経衰弱

明治 28 年（1
明治 29 年（1
明治 33 年（

石に大きな文

明治 36 年（1

冊に及び、大

1960）永年

にある衆議院

文豪 吾輩

6 

大正前期の代

867）江戸牛

生後すぐ里

3 度転校し

テーヌ神保町

帝都復興事

年期の不幸せ

1879）東京

んだ。 
1884）9 月大

1889）のち

1890）9 月帝

1893）7 月英

弱にかかり参

1895）4 月愛

1896）4 月熊

1900）5 月文

文化的衝撃を

1903）1 月帰

大部分が『尾

にわたる憲政

院憲政記念館

輩ハ『坊っ

代表的小説家。

牛込馬場下横

里子に出され、

た。明治 11
町辺り、神田神

事業の区画整理

せな体験が、漱

府立第一中学

大学予備門予

に近代の俳句

帝国大学文科

英文科第 2 回

参禅。 
愛媛県立松山

熊本第五高等

文部省からイ

与えた。 
帰国し、第一

日本大学病院

尾崎咢堂全集

政に対する尾

館の尾崎メモ

ちゃん』デ

。 
横町(現在の新

、翌年塩原家

年（1878）
神保町 1 丁

理で、本学に

漱石の人間形

学に入学した

予科入学。明

句や短歌の基

科大学英文科

回生として卒

山中学に赴任

等学校に転任

イギリス留学

一高等学校と

院 

『近

集』全 12 巻

尾崎の功労を

モリアルホー

デアル 

新宿区喜久井

家の養子とな

猿楽町（の

目）で第一期

に隣接する千

形成に影響し

たが、同 14

明治 21 年（

基礎を確立す

科に入学。

卒業、大学院

任し、同じ下

任。6 月貴族

学を命ぜられ

と東京帝国大

近代日本人の肖像

に収められて

をたたえて、

ールで、その

井町）で生ま

なった。しか

ち表猿楽町）

期生として学

千代田区立お

したといわれ

4 年（1881）

1888）塩原

する正岡子規

院に進学。1

下宿の子規の

族院書記官長

れ、ロンドン

大学の講師と

像』 国立国会図

ている。 
尾崎記念会

の足跡が展示

まれた。父夏

かし、養父母

）にあった錦

学んだ。同校

お茶の水小学

れる。 
実母の死の

家から夏目家

規と親しくな

0 月東京高等

の影響で句作

中根重一の長

ンで英語研究

なる。 

図書館ＨＰより 

会館が建設さ

示されている

夏目直克の五

母の不和のた

錦華小学校

校は、大正 1
学校の場所に

の衝撃で中退

家に復籍。 
なる。 

等師範学校の

作に熱中する

長女鏡子と結

究に励む。こ

された。現在

。 

五男末子で金

ため実家に引

（現在のホテ

12 年（1923
に移転した。

退し、二松学

の教師となる

。 
結婚。 

この留学経験

在は、

金之助

き取

テル・

3）関

 

学舎に

るが、

験は、



 
 

 

明

英語

精神

明

明

『門

明

明

そ

後も

大

初版

なお

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明治 38 年（

語教師の苦沙

神が読者に受

明治 39 年（1
明治 40 年（1
門』などを執

明治 43 年（1
明治 44 年（1
それ以後、『彼

も『道草』『明

大正 5 年（19
版『漱石全集

お、お茶の水

首塚

ホテル

1905）1 月子

沙弥先生の家

受けて、漱石

1906）4 月

1907）4 月教

執筆した。 
1910）胃潰瘍

1911）文部省

彼岸過迄』『

明暗』など人

916）12 月

集』全 13 巻が

水小学校の敷

塚（都旧跡 

ル ヴィラフォン

（旧錦華小学

子規の門人高

家に迷い込ん

石の文名を一躍

『坊っちゃん

教職をやめて

瘍で入院し、

省から通知さ

『行人』や、

人間の実像に

9 日胃潰瘍で

が刊行された

敷地に「吾輩

将門塚） 記

ンテーヌ神保

学校跡地） 

高浜虚子の勧

だ野良猫を主

躍高めた。

ん』『草枕』

て、朝日新聞

、修善寺へ転

された文学博

2015 年に出

に迫る作品を

で死去、享年

た（8 年 6 月

は猫である

千

記事は 1 平将門

保町 

勧めで、『吾

主人公とし、

も好評を得た

聞社に専属の

転地療養した

博士の学位授

出版から 100
を執筆した。

年 50。生前多

月完結）。森鷗

名前はまだ

 

千代田区立お

「吾輩は猫で

門 参照 

吾輩ハ猫デアル

、猫が人間を

た。 
作家として入

たが、8 月 2
授与を辞退す

0 年目となっ

 
多くの弟子を

鷗外とともに

だ無い」と刻

お茶の水小学

である」石碑

ル』を俳誌

を批評する奇

入社。『虞美

4 日一時危篤

する。 
った『心』で

を育成し、大

に近代文学の

刻まれた石碑

学校

旧錦華小学校

お

大手

『ホトトギス

奇抜な着想、

美人草』『三四

篤となる。 

で人間の孤独

大正 6 年（1
の巨匠とたた

碑が建てられ

校跡地 

お茶の水小学校 

手門 

ス』に掲載し

鋭い風刺と

四郎』『それか

独を追求し、

1917）12 月

たえられてい

れている。

した。

諧謔

から』

その

から

いる。 



 
 

 

 
２２

 薩
さ

1
 

昭

とし

治

大

繰り

翌

世紀

（舞

昭

の粋

のた

にあ

ま

藤田

19
昭

長く

昭

円を

そ

浅

口述

著

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２ 「バロ

薩摩
つ ま

 治郎八
じ ろ は

901～1976

昭和の実業家

して一代で巨

治郎八は、大

大正 12 年（1
りひろげ、「バ

翌大正 14 年

紀後半のフラ

舞踏室か）、2
昭和元年（19
粋なファッシ

ためにパリ日

あたり、現在

またのちにオ

田嗣治、岡鹿

930 年前後に

昭和 14 年（1
文化相を務

昭和 26 年（

を使い尽くし

その後は、浅

浅草座の踊り

述筆記で執筆

著書に自伝『

（か

ン サツマ

八
は ち

 

6 

家、随筆家。

巨万の富を築

大正 9 年（19
1923）にはす

バロン サツ

年（1925）駿

ランス絵画を

20 畳ほどの

926）結婚。

ションは、パ

本館をパリ

在の邦貨で 1
オペラ歌手と

鹿之助などの

に起こった世

1939）再び渡

務めたアンド

1951）に帰

したとされ、

浅草に住み、

子利子と再

筆した。17 年

『せ・し・ぼ

東京医科歯

かえで通り。御

」と呼ばれ

明治 34 年

築き、「日本橋

920）渡英。

すでに渡仏

ツマ」(薩摩男

駿河台に薩摩

代表する画家

テラス付き洋

千代子夫人

リジェンヌか

大学国際都

億円を投じ

して活躍し

日本人画家

世界恐慌のあ

渡仏し、第

ドレ・マルロ

帰国した頃は

若きアーテ

破天荒な前

再婚し、昭和

年間徳島で療

ぼ・ん』、『巴

歯科大学 難治

御茶ノ水駅前

れた大富豪

（1901）駿河

橋の木綿王」

目的は、オ

し、パリに在

男爵)と呼ば

摩邸が建設さ

家フラゴナー

洋室など 5 室

は、会津松平

からも注目さ

市に建設して

た大晩餐会

た藤原義江、

ほか多くの芸

あおりを受け

2 次世界大戦

ーなど旧知の

、全財産を蕩
と

ィストたちに

半生と本場

34 年（195
療養、昭和 5
里・女・戦争

治疾患研究

前交番を西入

『「バ

豪 

河台で生まれ

と呼ばれた

オックスフォ

在住。実家か

れた。大正

れた。これ

ールを思わせ

室が設けられ

平家の血筋を

されたという

て、フランス

を主催して、

、ピアニスト

芸術家の卵の

けて、昭和 1
戦中もパリに

の文化人をナ

蕩尽
とうじん

していた

には、空前絶

で培った芸術

59）利子の故

1 年（1976）
争』などがあ

究所 

入る） 

バロン・サツマ」と

れた。祖父の

た近江商人だ

ード大学留学

からの豊富な

13 年（192
は、パリ風の

せる絵画が描

れていたとい

を引き、伯爵

う。昭和 4 年

ス政府からレ

、パリっ子の

ト原智恵子ら

のパトロンと

0 年（1935）
に滞在した。

ナチスの手か

た。伝記研究

絶後のパトロ

術の見聞を活

故郷徳島を旅

）2 月死去、

ある。 

と呼ばれた男』（藤

の薩摩治兵衛

だった。 
学だった。 
な送金で、パ

4）一時帰国

の２階建てで

描かれ、大シ

いう。 
爵山田英夫の

年（1929）私

レジオン・ド

の度肝を抜い

らのデビュー

となり、惜し

）薩摩商店は

のちに作家

から守ったと

究者の推計に

ロン中のパト

活かして、随

旅行中、脳卒

享年 74。 

藤原書店）より  

衛は、和洋綿

パリ社交界で

国。 
で、1 階には

シャンデリア

の長女。パリ

私財を投じて

ドヌール勲章

いたという。

ーを支援した

しみなく私財

は廃業するに

家となり、ド

という。 

によれば、3
トロンだった

随筆家として

卒中で病床に

綿織物の薩摩

で華やかな社

は天井や壁に

アの下った大

で暮らした

て、日本人留

章を受けた。

 
たり、パリ在

財を投じた。

に至った。

ド・ゴール政

0 年間で 60
たと思われる

て生計を立て

につき、療養

摩商店

社交を

に 18
大広間

た夫人

留学生

開館

在住の

 

政権で

00 億

る。 
てた。 
養中は



 
 

 

 

２３

池
い

1
 

明

政 5
養子

ガラ

明

でド

同

を授

同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２４

平
ひ

1
 
明

平田

明

命ぜ

留学

明

院書

 明

３ 初代の

池田
け だ

 謙
けん

斎
さい

 

841～1918

明治時代の医

5 年（1858）
子となり謙斎

ラトマンに学

明治元年（18
ドイツに留学

同 10 年（18
授与された。

同 31 年（189

４ 山縣派

平田
ひ ら た

 東助
とうすけ

849～1925

明治～大正時

田亮伯の養子

明治 2 年官立

ぜられ、不平

学に変更。ベ

明治 9 年（18
書記官長など

明治 23 年（1

日本

東大医学部

8 

医師。天保 12
江戸に遊学

斎と改名し、

学んだ。 
868）江戸に

学してベルリ

877）4 月初代

 
98）男爵と

派大物政治家

け

 

5 

時代の官僚、

子となる。の

立洋学校であ

平等条約改正

ベルリン大学

876）帰国し

どを歴任した

1890）貴族院

本大学歯学部

部綜理 医

2 年（1841）
学、文久 2 年

長崎に遊学

に帰り、討幕

ン大学に学

代の東京大学

なり、大正

家 協同組

政治家。父

ち江戸に出

ある大学南校

の予備交渉

学・ハイデル

して内務省に

。この間に

院議員に勅選

部総合歯学研

医学博士第１

）越後国蒲原

年（1862）西

学してオラン

幕派と旧幕府

学び、明治 9
学医学部綜理

7 年（1918）

組合育ての親

は、米沢藩の

て、明治元年

（のちの東京

を目的とする

ベルグ大学

に入り、大蔵省

「官報」発行

選され、貴族

『近

研究所１号館

『東大医

１号 

原郡西野村に

西洋医学所に

ダ人医師ボー

府軍が戦った戊

年帰国し、

理に任ぜられ

）東京大森の

親 

の医師で、シ

年（1868）
京大学の前身

る岩倉遣外使

で法学政治学

省、法制局に

行、会計検査

族院での官僚

近代日本人の肖

館 

医学部初代綜理池

に出生。幼少

に入学した。

ードゥインに

戊辰戦争で傷

陸軍軍医監、

れ、同 21 年

の別邸で死去

シーボルトの

戊辰戦争に従

身の一つ）に

使節団に随行

学を学び、

に勤務し、太

査院法など多

僚派勢力の中

肖像』国立国会図

池田謙斎 池田文

少で蘭学者・

元治元年（

に学び、彼の

傷病者を治療

、宮内省や文

年（1888）我

去。墓は、台

の門下生伊東

従軍して医療

に入り、明治

行したが、途

ドクトル・フ

太政官文書局

多くの法令の

中心となった

書館ＨＰより  

文書の研究』より 

医者の緒方
お が た

（1864）幕府

の帰国後はマ

療した。同 3
文部省の御用

我が国最初の

台東区の谷中

東昇廸。8 歳

療に従事した

治 4 年（1871
途中でロシア

フィロソフィ

局長、法制局

の起案に関与

た。ドイツ留

 

方
た

洪
こう

庵
あん

に学び

府医官池田玄

マンスフェル

3 年 10 月、

用掛を兼任し

の医学博士の

中墓地にある

歳のとき藩の

た。 
1）ロシア留

ア留学からド

ィの称号を得

局法制部長、

与した。 
留学時代から

び、安

玄仲の

ルト、

特命

した。 
称号

る。 

医師

留学を

ドイツ

得た。    

枢密

長州



 
 

 

出身

官を

第

を持

晩

事業

41 年

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２５

加
か

1
 
 明

に入

臣の

駐英

験は

 明

西園

大

大

護憲

掲げ

第 2
いで

大

連立

身の品川弥二

を務め、山縣

第一次桂内閣

持った。大正

晩年は、山縣

業の発展にも

年（1908）法

５ 凛冽
り ん れ つ

一
い ち

加藤
か と う

 高明
たかあき

860～1926

明治～大正時

入社し、明治

の下で条約改

英公使に任命

は、加藤を親

明治 33 年、第

園寺内閣、第

大正 4 年（19
大正 13 年（

憲三派が提携

げて総選挙に

24 代内閣総

で憲政会単独

大正デモクラ

立政権を率い

二郎の知遇を

縣派の有力者

閣の農商務大

正元年（1912
縣派の大物政

も尽力した。

法学博士の学

途
ち ず

の総理大

 

6 

時代の外交官

治 19 年（188
改正交渉に参

命された。この

親英外交、非

第四次伊藤内

第三次桂、第

915）貴族院

1924）1 月、

携して政党内

に圧勝した（第

理大臣に就任

独で第二次加

ラシー期に、

いて対抗した

労

うけ、その縁

者の一人とし

大臣、第二次桂

2）12 月、第

政治家として政

著書に『信用

学位を授与さ

大臣 

官、政党政治家

86）三菱財閥

参画した。の

の駐英公使の

非元老政治へ

内閣の外務大

第二次大隈内

院議員に勅選

、貴族院議員

内閣の確立を

第二次護憲運

任。翌大正

加藤内閣を組織

英国流の開

た。持ち前の

労働金庫会館

 

縁故で長州出

て政党勢力の

桂内閣の内務

第二次西園寺

政界の黒幕的

用組合論』（

された。 

家。父は、名

閥の創設者岩

ち大蔵省に迎

の在任 5 年間

と変質させた

大臣となり、

閣で外務大臣

選。翌 5 年、

員中心の清浦

唱えて護憲運

運動）。加藤

14 年（192
織したが、在

明さをもっ

剛直さから

『

館 

出身の軍人

の拡張に対抗

務大臣となり

寺内閣の総辞

的存在とされ

（共著）、『産

名古屋藩の下

岩崎弥太郎の

迎えられ銀行

間および後年

た。 
同 35 年衆議

臣を歴任した

憲政会総裁

浦内閣が発足

運動を展開し

藤は、同年 6 月

25）普通選挙

在職中に肺炎

た加藤は、近

「凛冽一途

『近代日本人の肖

・政治家山縣

抗した。 
り、天皇を補

辞職後、後継

れた。また地

産業組合法要

下級武士。東

の長女と結婚

行局長などを

年の駐英大使

議院議員に当

た。 
裁に就任し野党

足すると、憲

し、普通選挙

月護憲三派連

挙法、治安維

炎を発病し死

近代化に抵抗

の宰相」と評

肖像』国立国会図

縣有朋に重用

補佐する内大

継首相に推さ

地方改良運動

義』、訳書に

東京大学法学

婚した。官界

を歴任したあ

使の在任期間

当選。東京日

党党首となっ

憲政会、政友

挙、貴族院改

連立内閣（第

維持法、日ソ

死去した。 
抗する貴族院

評されている

図書館ＨＰより  

用され法制局

大臣も務めて

れたが辞退

動、産業組合

に『国家論』

学部を首席で

界に転身し、

あと、外務省

間と通算して

日日新聞社長

った。 
友会、革新倶

改革、行・財

第一次加藤内

ソ基本条約を

院議員らの保

る。「凛冽」

局長官、枢密

て宮中にも影

した。 
合事業、貧民

等があり、

で卒業。三菱

大隈重信外

省政務局長に

て在英 9 年間

長を経て、第

倶楽部のいわ

財政整理を綱

内閣）を組閣

を成立させた

保守層に対し

とは、寒さ

密顧問

影響力

民救済

明治

菱本社

外務大

に転じ

間の体

第一次

わゆる

綱領に

閣し、

。つ

して、

が厳



 
 

 

しい

邸宅

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２６

白
し

1
 

 明

明治

越冬

19
計画

入手

 明

ロス

ら 5

分西

 南

スコ

 明

生は

昭

白

とは

放棄

南極

 白

社）

いようすであ

宅は、昭和４

６ 南極探

白瀬
し ら せ

 矗
のぶ

 

861～1946

明治時代後期

治 26 年（189
冬を体験し 3
909 年 4 月

画であり、資

手した木造帆

明治 43 年（1
ス海のホエー

5 人の突進隊

西経 156 度 3
南極点は、19
コット隊も到

明治 45 年 6
は借金返済の

昭和 21 年（1
白瀬隊は、単

は、現代の南

棄したが、「開

極・昭和基地

白瀬は、主著

があり、出

ある。のち加

年（1929）

探検の先駆者

6 

期の南極探検

93）予備役海

年余を過ご

アメリカの

資金・準備が

帆船は、連合

1910）11 月

ール湾（その

隊は南極点を

37 分の地点に

911 年 12 月

到達していた

月開南丸の一

のため旅から

1946）9 月、

単に南極点到

南極観測につ

開南湾」は 1
地の南約 100
著に『南極探

出生地の秋田

日新火災

藤は、麹町

以降、ベル

者 

検家。文久元年

海軍大尉郡司
ぐ ん

ごした。 
ピアリーが北

不足する中で

合艦隊司令長

月、開南丸で

東を「開南湾

をめざした。

に到達し、そ

14 日にノル

。 
一行は、無事

旅への窮迫

、愛知県西加

達だけを目

ながる意義

1933 年にア

ｋｍにある

探検』（1913
県にかほ市

災海上保険株

 

区下二番町

ルギー王国公

年（1861）秋
司
じ

成
しげ

忠
ただ

（小説

北極点に到達

で、南極探検

官を務めた東

で東京・芝浦

湾」と命名）

しかし、悪

その付近を

ルウェーのア

事に横浜に帰

した生活を余

加茂郡挙母
こ ろ も

村

的にしたので

が認められて

アメリカ地学

白瀬氷河は、

年、博文館

にある白瀬南

株式会社 

（今の千代田

公使館の手で

秋田県に出生

説家幸田露伴

達したのを知

検後援会長大

東郷平八郎に

を出航し、一

）から日本人

天候と装備

「大和
や ま と

雪原
ゆきはら

」

アムンゼン隊

帰航した。だ

余儀なくされ

村（現・豊田

ではなく、探

ている。また

学協会によっ

、彼の名にち

）、報告書に

南極探検隊記

『近代日本人の

田区二番町）

改築され、公

生。陸軍輜重兵
しちょうへ

伴の兄）の千

知り、目標を

大隈重信や新

により「開南

一度失敗のあ

人として初め

・食料の制約

と命名し標

隊が初めて到

だが、白瀬は

れた。 

田市）で寂し

探検中、気象

た第二次世界

て公認され

ちなんだもの

に南極探検講

記念館に開南

の肖像』国立国会

に新邸宅を

公使館として

兵
へい

中尉。現役

千島探検に参加

を南極探検に

新聞・雑誌社

南丸」と命名

あと、ついに

めて上陸し、

約から、1 月

標識を埋めて

到達し、1912

は莫大な借金

しく世を去っ

象、潮汐、岩

界大戦後、日

、各国の地図

のである。 
講演会編『南

南丸模型が展

会図書館ＨＰより 

を建て転居し

て使用された

役中から北極

加して、最北

に変更した。

社の募金協力

名された。 
に明治 45 年

白瀬と学術

月 28 日一行

て撤退した。

2 年 1 月 18

金を背負うこ

た。享年 86
岩石、動物な

日本は南極に

図や海図に記

南極記』（191
展示されてい

 

した。この麹

た。 

極探検を志望

北端の占守
しゅむしゅ

探検は、私

力を得て郡司

年（1912）1
術部長武田輝

行は南緯 80 度

 
日にイギリ

ことになり、

6。 
などを調査し

に関する発言

記載されてい

13 年、成功

いる。 

麹町の

望し、
ゅ

島で

私的な

司から

月、

輝太郎

度 05

スの

後半

したこ

言権を

いる。

功雑誌



 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

２７

北
き

1
 

 明

青

ブ・

や

目に

 明

ペン

明

で初

 昭

ロン

昭

を構

昭

立漫

楽

巧み

（『東

作り

「楽

 
 

７ 近代漫

北沢
たざわ

 楽天
らくてん

876～1955

明治 9 年（18
青年期にワー

キュリオス

やがて『ボッ

にとまり、明

明治 35 年（1
ンネームとす

明治 38 年（1
初めて漫画家

昭和 4～5 年

ンドンで絵画

昭和 20 年（1
構え、日本画

昭和 34 年（1
漫画会館とし

楽天は、つね

みに風刺した

東京パック』

り（『時事漫画

楽天漫画スタ

漫画の先駆者

天
ん

 

5 

876）、埼玉県

ーグマンやビ

ス社に入り、

ックス・オブ

明治 32 年（1
1902）『時事

するようにな

1905）、大判

家という職業

（1929～30）
画展を開催し

1945）宮城

画を描きつつ

1959）夫人か

して公開され

ねに欧米ジャ

た漫画を描き

』で実現）、新

画』に杢兵衛

タジオ」開設

大和雪原

『昭和史 第３

者 

県大宮市に出

ビゴーの漫画

オーストラ

・キュリオス

1899）高給で

事新報』の日

った。 
判で斬新なカ

業が誕生した

）にかけて欧

、アメリカ経

県に疎開した

余生を送り

から楽天の作

れている。 
ーナリズム

き、評価の低

新聞の日曜漫

衛、田吾作を

設）などを実

原に到達した

３巻』（毎日新聞

出生。7 歳で錦

を目にし、

リア出身のフ

ス』での漫画

で時事新報社

曜「時事漫画

ラー漫画雑

といわれる。

欧州漫遊旅行

経由で帰国後

たが、昭和

、昭和 30 年

作品、遺品、

の漫画を研究

低かった風刺

漫画特集版

を画く）、漫画

践したことか

探検隊 

聞社）より 

錦華小学校

19 歳のとき

フランク・ナ

画の仕事ぶり

社に絵画部員

画」欄の主筆

雑誌『東京パ

。 
行に出かけ、パ

後、『楽天全

23 年（194
年（1955）急

「楽天居」が

究し、それを

刺画を近代的

（大正 10・1
画制作のプロ

から、今日で

（千代田区立

き横浜で発行

ナンキベルか

りが、日刊新

員として引き

筆に抜擢され

ック』を創刊

パリに滞在し

全集』7 巻を刊

8）大宮市

急逝、79 歳。

が大宮市（当

を見習った。

的な漫画とし

1921 年の『

ロダクション

では「近代漫

さいたま市ホーム

立お茶の水小

行されていた

から漫画の指

新聞「時事新

き抜かれた。

れ、翌 36 年

刊して、大好

しサロンドー

刊行した。 
（現・さいた

。大宮市名誉

当時）に寄贈

明治から昭

して確立させ

時事漫画』創

ン化（昭和８

漫画の先駆者

ムページより  

小学校の前身

た英文週刊誌

指導を受けた

新報」を創刊

 
年、27 歳ころ

好評を博した

ートンヌに出

たま市）盆栽

誉市民第一号

贈され、現在

昭和にわたり

せた。そして

創刊で実現）

８・1933 年

者」と讃えら

身）に入学し

誌のボックス

た。 
刊した福沢諭

ろから「楽天

た。ここに、

出品、入選し

栽町に「楽天

号に推挙され

在は、さいた

、政治や世

漫画のカラ

）、キャラク

年自宅アトリ

られている。

した。 
・オ

諭吉の

天」を

日本

た。

天居」

れた。 
ま市

世相を

ー化

ター

エに

 



 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２８

佐
さ

1
 

天

西洋

子で

同行

 明

東洋

医長

 東

し医

東

或る

 や

う義

押し

 東

なっ

いた

田謙

東

タヌ

明

かっ

察す

８ 「打
た

た

佐々木
さ さ き

 東
とう

839～1918

天保 10 年（

洋医術修業の

で医師の佐藤

行し、オラン

明治 2 年（18
洋は大学東校

長を務めた。

東洋は、聴診

医学生にも広

東洋が本所亀

る金持ちのあ

やがて東京府

義侠心から、

し寄せてきて

東洋は、再び

って欲しいと

た。日に日に

謙斎参照）を

東洋は、大学

ヌキが住みつ

明治 10 年（

った。東洋は

すると、傷病

き東洋」の

東洋
よう

 

8 

1839）江戸

のため、下総

藤尚 中
しょうちゅう

が長崎

ンダ人軍医ポ

69）医学所と

校の少助教と

 
診打診の法を

広く愛読され

亀沢町の自宅

あっせんで医

府が府立病院

繁盛する医

て、東京府病

び蛎殻町の自

依頼した。

に患者は増加

を病院長に推

学病院を辞職

つくような野

1877）2 月西

は、町医者の

病兵が指示に

の異名 杏
きょ

本所で代々、

総国佐倉の権威

崎に遊学する

ポンぺに師事

と東京府大病

なり、翌年

研究し、明治

れ、東洋は「

宅で開業する

医院を亀沢町

院を設立する

院を閉じ、敢

病院は隆盛し

宅で開業準備

熟慮の末、病

加し、東洋は

推薦して身を

する前、明治

野趣に富んだ場

西南戦争が起

代表として率

従わず治療

杏
う

雲堂
うんどう

病院

、外科医を世

威佐藤泰然の

るにあたり、

して西洋医術

病院が合併し

年、中助教に

治 5 年（187
打たき東洋」

と、「打たき

から蛎殻町へ

ことになり、

敢えて東京府

た。 
備したが、文

病院長を引き

大学病院長に

引いた。 
治 9 年 6 月神

場所だった

起こり、臨時

率先して応募

に支障が生

御

院を創設した

世襲した佐々

の順天堂に

、旅費学費 3
術を学んだ。

し、大学東校

昇進しドイ

72）初めて日

」の異名をと

き東洋」とし

へ移転させた

、院長就任を

府病院の副院

文部省の医学

き受けた東洋

に在職 2 年

神田駿河台に

という。 
時の軍医が募

募を決意し、

じた。そこで

御茶ノ水杏雲

た名医 

々木震沢の長

18 歳で入門

30 両（およそ

。 
（東京大学医

ツ人の内科教

日本語で打診

とった。 
して有名なの

た。 
を打診された

院長に就任し

学者長与専斎

洋は 36 歳、

、やがて留学

に転居した。

募集されたが

軍医を務め

で生涯にただ

雲ビル 

『杏雲堂病院

長男として生

門した。安政

そ 240～360

医学部の前身

教授ホフマン

診聴診法を記

ので、患者た

た。東洋は、

した。開院と

斎が来訪し、

医術に熟達

学から帰国す

当時の駿河

が、報酬の低

めた。だが大

だ一度、軍服

院百年史』より  

生まれた。安

政 6 年（1859

0 万円に相当

身）となり、明

ン（1837～

記述した『診

たちが押し寄

公共事業に

とともに、東

東洋に大学

達し働き盛り

する俊才の池

河台は、空き

低い軍医に応

大阪の仮病院

服を着て診療

安政 4 年（18
9）佐藤泰然

当）を自己負

明治 3 年（18
1894）のも

診法要略』を

寄せた。その

に尽くしたい

東洋を慕う患

学東校の病院

の時期を迎

池田謙斉（2

き屋敷にキツ

応募する医師

院で和服のま

療にあたった

857）
然の養

担で

70）
とで

出版

後、

いとい

患者が

院長に

迎えて

3 池

ネや

師がな

ま診

た。 



 
 

 

 西

東洋

脚気

東洋

東

貧し

催の

第

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

２９

井
い

1
 
嘉

明

師事

の初

明

した

10 月

明

明

25 年

明

 井

るリ

け抜

西南戦争の終

洋は洋方医部

気の治療・研

洋 42 歳であっ

東洋の信念は

しい病人に配

の「結核死亡

第三代院長の

９ 我が国

井上
のうえ

 達也
た つ や

848～1895

嘉永元年（18
明治 3 年（18
事した。眼科

初代講座主任

明治 11 年（1
た。明治 14 年

月大学を辞し

明治 18 年（1
明治 21 年（1
年（1892）、
明治 28 年（1
井上はのちに

リーダーシッ

抜けた情熱的

終結後、蔓延

部門を担当し

研究を続ける

った。 
は「医は仁術

配布したとい

亡半減記念式

の佐々木隆興

西洋眼科医

 

5 

848）7 月今

870）徳島藩

科学に関心を

任）となった

1878）医学

年（1881）神

して、眼科治

1885）渡欧

1888）、わが

病院名を「

1895）7 月

に眼科学会に

ップを発揮し

的な医学者だ

延していた脚気
か っ

治療に効果

ため、御茶

なり」にあっ

う。大正 7
式典」が日比

興も著名な医

医の元祖に

今の徳島県板

藩から選ばれ

もって、明治

。これが東京

部別課生通学

神田駿河台東

治療に専念し

し、最新の眼

が国で初の眼

「井上眼科病

21 日、不幸

つながる研

した。生前、

だった。 

気
っ け

の治療法研

を挙げた。

ノ水で病院経

った。毎月 3
年（1918）
谷公会堂で

学者で、昭和

して「一代

野郡で，徳島

れて、大学東校

治 9 年（187
京大学医学部

学生の教授兼

東紅梅町に、

した。 
眼科知識を得

眼科研究団体

院」と改称

幸にも落馬事

究会を組織

「疾病
しっぺい

には休

杏

研究のために

しかし、明治

経営を決意し

300 回分の診

10 月 11 日

開催され、東

和 15 年（19

代の奇物」

島藩の藩医井

校（東京大学

76）に東京医

部眼科の始ま

兼任となり、

済安堂医院

得て帰国した

体「井上眼科研

した。 
事故で骨折し

し、多くの手

休日がない」

杏雲堂病院

に、明治 11
治 13 年（18
した。これが

診察券を神田

79 歳で死去

東洋も結核予

940）文化勲

 

井上肇堂の子

学医学部の前

医学校（のち

まりとなった

明治 13 年

院（のちの井上

た。 
研究会」を立

、５日後に

手術書や器具

と言い年中

『駿河台

年（1878）
880）に同病

が、現在の杏

田区役所に渡

去。昭和 27
予防・治療の

勲章を受章し

子として生ま

前身）に入学

ちの東京大学

た。 
年（1880）東

上眼科病院）

立ち上げ、多

48 歳で急逝

具を作り数百

中無休で治療

史』113 頁より  

政府が脚気

病院が閉鎖さ

杏雲堂病院に

渡し、警察官

年（1952）
の功労者とし

した。 

まれる。 
学し、その教

学医学部）眼

東京大学医学

）を開設。翌

多数の論文を

逝した。 
百名とされる

療に奔走し、

気病院を設立

されると、私

に発展した。

官を通じて区

5 月、厚生

して表彰され

教頭ミュルレ

眼科掛（眼科

学部助教授に

翌 15 年（18

を執筆した。

る門下生を牽

怒涛の人生

立し、

私費で

時に

区内の

生省主

れた。 

レルに

科教室

就任

82）

明治

牽引す

生を駆



 
 

 

井

にあ

る

余

りが

た。

と思

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

３０

浜
は

1
 

安政

同郷

（18
郷し

 明

産婦

寄与

大

手

浜田

養成

明

性

いう

 

井上の先輩で

あらず、実に

（許す）とこ

余談だが、サ

が自宅と病院

待合室で、親

思ったらしい

０ 我が国

浜田
は ま だ

 玄
げん

達
たつ

854～1915

政元年（185
郷の医者の援

880）帝国大

した。生活費

明治 17 年（1
婦人科学を専

与した。 

大学病院に産
さ ん

手術中の事故

田病院と改称

成に取り組み

明治 35 年（1
性格は生真面

う。享年 62。

で明治期の軍

に一代の奇物

ころ」が無か

サンクレール

院の場所だっ

親切に患者の

い。このエピ

の産婦人科

達
つ

 

5 

54）11 月肥

援助で製薬調

大学医科大学

費は極力節約

1884）熊本

専攻した。明

産婆
ん ば

養成所を

故で左眼の視

称）の開設に

み、系統的な

1902）4 月、

面目で、責任

 

軍医制度確立

なり」と評し

かったという。

ル商店街の一

た。また若

の面倒を見る

ピソードは、夏

科学の父 

肥後国宇土
う と

郡

調剤を学び、

学を首席で卒

約して、将来

医学校長を辞

治 21 年（1

設立し、明治

視力を失い、

参画した。他

産婆学を普及

日本産科婦

任感が強く、唯

に尽力した

した。気性の

。 

一角に人工滝

き日の夏目漱

る「細面
ほそおもて

の美

夏目鏡子夫人

「浜田病院

郡（熊本県宇
う

オランダ人医

卒業。森鴎外の

の留学に備え

辞して、私費

888）帰国し

治 29 年（1
明治 33 年

他方で、東京

及させたこ

婦人科学会が創

唯一の趣味は

井

医学博士 石
の激しい井上

滝があり、そ

漱石は、トラ

美しい女」に

人『漱石の思

院」に名は

宇城
き

市）に、

医師マンスフ

の一年先輩に

えたという。

費でドイツ留

し、35 歳で帝

896）帝国大

（1900）教授

京産婆講習所

とで、出産の

創立され初代

は謡曲で、大

井上眼科病

石黒忠悳
ただのり

子爵

上は、患者が

の前に欅
けやき

の

ラホームにか

に一目惚れし

思ひ出』の冒

は残る 

熊本藩の藩

フェルトの勧

にあたる。熊

。 
留学を実現。

帝国大学産婦

大学医科大学

授の職を辞し

所も開設し、

の安全性は飛

代会長に推さ

大正 4 年（1

病院 

『駿河台

爵は、彼の人

が指示を守ら

の大木が立っ

かかって駿河

し、「あの女な

冒頭に書かれ

医の家に生ま

勧めで上京、

熊本医学校教

のち官費留

婦人科教授と

学長に就任し

して、東京産

生涯のテー

飛躍的に向上

され、大正 2
915）2 月病

台史』161 頁より  

人柄を「豪傑

ないと、「叱
しっ

っている。か

河台の井上眼

なら（嫁に）

れている。 

まれる。幼少

医学校に入

教頭兼病院御

留学生に採用

となり、産婦

した。 
産婦人科病院

ーマとした産

上した。 
2 年（1913）
病床で一曲謡

 

傑にあらず、

叱責
っせき

怒罵
ど ば

、仮
かし

かつては、そ

眼科に連日通

貰ってもい

少で両親を失

入学。明治 1
御用掛となり

用され、本格

婦人科学の発

院（明治 44
産婆（助産師

まで在任し

謡って永眠し

俊才

仮借
しゃく

す

の辺

通院し

いい」

失い、

13 年

、帰

格的に

発展に

年、

師）の

た。 
たと



 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

３１

瀬
せ

1
 
安

学校

校長

明

現在

さ

れる

小

たり

趣

所蔵

及虚

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 小児科

瀬川
せ が わ

 昌耆
まさとし

856～1920

安政 3 年（18
校（東北大学

長兼附属病院

明治 21 年（1
在の千葉大学

さらに明治 3
るほど小児医

小児医療普及

りして小児科

趣味も豊かで

蔵し、「釜博士

虚弱児の養育

科といえば

耆
し

 

0 

856）4 月江

学医学部の前

院長。 
1888）4 月か

学医学部の基

8 年（1905）
医療で権威と

及のため、口

科医の指導啓

で、詩、俳句

士」「釜大尽
だいじん

育法』『小児病

「瀬川」我

江戸に生まれ

前身）の教授

から 3 年間ド

基礎を築いた。

）神田駿河台

なった。 
語体でわか

啓発に尽力し

、謡曲をた

尽
ん

」と渾名
あ だ な

され

病各論』『茶

瀬川ビル 

我が国小児科

る。明治 15
となり、小児

ドイツに留学

。明治 31 年

台に瀬川小児

りやすい保育

た。 
しなみ、書、

れたが、自ら

の湯釜』な

科医療のパ

5 年（1882）
児科を専攻し

学の後、千葉医

年（1898）東

児科病院を設

育法の解説を

茶道も巧み

らも「釜癖道

ど多数ある。

浜田病院

パイオニア

東京帝国大

して医学教育

医学専門学校

東京本所に小

設立し、「小児

をおこなった

みだった。茶

道人」と称し

大正 9 年

『駿河

大学医科大学

育に尽力した

校の教授とな

小児科専門の

児科の瀬川か

たり、後進の

茶湯釜を蒐集

した。号は古

（1920）12

河台史』176 頁より

学を卒業の後

た。明治 19

なり、のちの

の江東病院を

か、瀬川の小

の指導に努め

集研究して、

古堂、渋紙庵

月 65 歳で死

り  

後、宮城医学

年（1886）

の千葉医科大

を開設。 
小児科か」と

め講習会を開

名品 300 余

庵。著作に『

死去。 

学専門

同校

大学、

言わ

催し

余点を

『病児



 
 

 

 

 
 
明

13 枚

 昔

ちの

高

こ

当初

撮

ン

った

 
 

展

 

本

 (

神

大

『

(Ⅱ

諏

堀

松

『

室

新

日

濱

(Ⅲ

ND

村

金

駿河台

明治 22 年（1
枚のパノラマ

昔ながらの武

の人力車、鉄

高層建築や航

この写真帖は

初、撮影年が

撮影者は、上

（1856～189
た（13 大主教

展示にご協力

 粟野芳夫

文ページに注

(Ⅰ)江戸草創

田明神史考刊

久保彦左衛門

仙台市史 資

Ⅱ)活躍した武

訪春雄・内藤

口捨己『茶室

尾芭蕉『奥の

湯島聖堂と江

鳩巣『赤穂義

新日本古典文学

本随筆大成 

濱田義一郎編集

Ⅲ)幕末維新か

DL デジタルア

村上泰賢編『小

井圓編訳『描

台の景観 —

1889）1 月頃

マ写真の一部

武家長屋、二

鉄道馬車の往

航空写真さえ

は、淡路坂に

が「明治二十

上下水道や凌

99）で、彼は

教ニコライ 

力くださった

夫氏  粟野

注記した文献の

創期の人びと

行会編纂・発

『三河物語』

資料編 10 伊達

武将・文化教養

藤昌編著『江戸

室おこし絵図集

細道』（中央第

江戸時代』（財団

義人録』（中央和

学大系 84『寝惚

別巻 3『一話一

集代表『大田南

から昭和時代

アーカイブ「近

小栗忠順のすべ

描かれた幕末明

— 『明治二

頃、ニコライ

部を展示した

階建ての町屋

往来など冬枯

えない時代に

あった男爵岩

十一年の末」

凌雲閣（浅草十

はニコライ堂

参照）。 

方の芳名を記

野涼子氏  

ほか、おもな

 

発行『神田明神

（中央貴重書庫

達政宗文書』1

養人 

戸図屏風』（毎日

集』第七集（墨

第 3 書庫） 

団法人斯文会）

和装本） 

惚先生文集』（岩

一言』（吉川弘

南畝全集』（岩波

代までの著名

近代日本の肖像

べて』（新人物往

治 イラスト

十一年撮影

イ堂の建築中

た。 
屋が軒を連ね

れした東京の

、全東京を俯

岩崎小彌太家

と考えられた

十二階）の設

堂の構造設計

記して深く謝

中村実男氏

参考文献を記

神史考』 

庫） 

，別冊（仙台

日新聞社） 

墨水書房） 

 

岩波書店） 

弘文館） 

波書店） 

名人 

像」デジタルア

往来社） 

レイテッド・

影 全東京展

中に工事用足

ね、西洋館が

のパノラマビ

俯瞰できた写

家に長らく秘

たので、上記

設計にあたり

計・工事監理

 

 

 

謝  辞

謝意を表しま

参考文献

記して学恩に深

市） 

アーカイブ 

ロンドン・ニ

展望写真帖

足場の最上部

が点在する駿

ビューを楽し

写真は世の人

秘蔵されて、

記の書名が付

り、写真術に

理にたずさわ

ます。 

深く謝意を表し

ニュース』（雄松

帖』の世界 —

部、約 120 メ

駿河台界隈、

しめる貴重な

人を驚かせた

昭和 7 年

付けられた。

に詳しかった

わったジョサ

します。 

松堂書店） 

— 

メートルの高

神田川に浮

な写真である

たことだろう

（1932）に複

 
た英国人技師

サイア・コン

高所から撮影

浮かぶ小舟、

る。 
う。 
複製出版され

師 W．K．バ

ンドルとも親

影した

客待

れた。

バルト

親しか



 
 

 

河鍋暁斎『暁斎画談』（中央和装本） 

中村健之介監修『宣教師ニコライの全日記』1（教文館） 

福永久壽衛『澤邊琢磨の生涯』（澤邊琢磨伝刊行会） 

平尾道雄監修『坂本龍馬全集』（光風社書店） 

『重野博士史学論文集』（雄山閣） 

玉乃世履『五龍文詩抄』（中央和装本） 

日本立法資料全集別巻 788『仏国民法契約篇講義』（信山社出版） 

馬屋原成男『法窓史譚』 

宮内庁『明治天皇紀』第 1（吉川弘文館） 

明治神宮監修『明治天皇とその時代―「明治天皇紀附図」を読む』（吉川弘文館） 

三省堂百年記念事業委員会『三省堂の百年』 

立命館大学編『西園寺公望伝』（岩波書店） 

『岩崎弥之助伝』（岩崎弥太郎岩崎弥之助伝記編纂会） 

『尾崎咢堂全集』（公論社） 

『夏目漱石自筆原稿全原稿 坊っちやん』（版権者柳澤眞次郎） 

保昌正夫監修『近代作家自筆原稿集』（東京堂出版） 

村上紀史郎『「バロン・サツマ」と呼ばれた男』（藤原書店） 

鹿島茂『蕩尽王，パリをゆく 薩摩治郎八伝』（新潮社） 

『復刻版東京地籍図 千代田区編』第１巻 東京市麹町区地籍図・東京市神田区地籍図（不二出版） 
『復刻版東京地籍図 千代田区編』第２・３巻 東京市神田区地籍台帳（不二出版） 

中村実男『映画の中の御茶ノ水』（明治大学リバティブックス，丸善出版発売） 

(Ⅳ)近代医学の発展に尽力した医学者 

中村薫『神田文化史』秀峰閣 

坂内熊治『駿河台史』（非売品） 

山崎光夫『明治二十一年六月三日―鷗外「ベルリン写真」の謎を解く―』講談社 

(Ⅴ)駿河台の景観 — 『全東京展望写真帖』の世界 — 

幕府普請奉行編・朝倉治彦監修『御府内沿革図書 江戸城下変遷絵図集』全 20 巻（原書房） 

斎藤直成編『江戸切絵図集成』全 6 巻（中央公論社） 

『全東京展望写真帖：明治二十一年撮影』（大塚巧藝社） 

風俗画報臨時増刊『新撰東京名所図会 第 20 編 神田区之部』（東陽堂） 

宮尾しげを監修『東京名所図会 神田区之部』（睦書房） 

正井泰夫監修『江戸東京大地図 地図でみる江戸東京の今昔』(平凡社) 

吉原健一郎・俵元昭・中川恵司編『復元江戸情報地図』（朝日新聞社） 

KANDA ルネッサンス出版部『神田まちなみ沿革図集』（株式会社久保工務店） 

『千代田区史』上下巻（千代田区役所） 

『新編千代田区史 通史編』（東京都千代田区） 

齋藤幸雄ほか『江戸名所図会』（中央和装本） 

粟野涼子編『「文化と歴史の街・お茶の水」由縁の人物たち』（お茶の水茗渓通り会） 

『国史大辞典』（吉川弘文館）所収 本パンフレット掲載人物該当項目 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

第 66 回 明治大学中央図書館企画展示 

再発見！ 著名人でたどる御茶ノ水歴史散歩 

 

企画編集 ： 中央図書館ギャラリーワーキンググループ  

横井淳子  鈴木秀子  平田さくら  土田大輔   

飯塚貴子  杉谷美和  緒方智弘  廣田理恵 

      解題執筆  ： 伊能秀明 

      発   行   ： 2016 年 10 月 13 日 

明治大学中央図書館 

  


	☆1表紙.pdf
	☆2パンフレット本文_2016.pdf

